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草刈田遺跡 全景 (備敵,集合写真,右が北 )



序

えびの市は、宮崎県の西南端に位置し、日向・肥後・薩摩の分岐点にあたり、古 く

から交通の要衝として栄え、必然的に様々な文化や文物が混合した、独特の地域であ

ります。

本市は、北の急峻な九州山地と南のなだらかな霧島山系に挟まれた狭長な盆地で、

年間降雨量も多く湧水に恵まれています。大小20余の小河川は盆地中央を西流する川

内川へ注ぎ、肥沃な土壌を運んでいます。沖積地は良好な耕作地として重要視され、

中世には丘陵突端部に続々と山城が築かれ、重要性を物語つています。

本市の盆地南縁に位置する県道小林―京町線は、古代の官道を一部踏襲しているこ

とが近年想定されておりますが、このたびの回場整備事業に伴う発掘調査において、

そのルートを確認する機会を得ることができました。

本書は、平成14年度に実施した草刈田遺跡発掘調査の報告書であります。官道は典

型的な構造ではありませんでしたが、今後の研究の一助となりました。また、弥生時

代後期～古墳時代前期と古代末～近世の集落跡も存在した複合遺跡であります。当遺

跡の調査によって、低地や微高地にも相当数の遺弥が包蔵していることをあらためて

認識させられる契機になりました。

本書が学術資料としてだけでなく、生涯学習や学校教育の場で活用され、埋蔵文化

財の保護に対する理解と認識が深まれば幸いです。

本遺跡の調査にあたりご指導 。ご協力いただいた諸先生方や県文化課諸氏、調査に

対してご理解ご協力いただいた西諸県農林振興局・県土地改良・工事関係者ならびに

地権者・耕作者の諸氏、発掘作業・整理作業に従事していただいた作業員の方々に対

しまして厚 く御礼申し上げます。

平成16年 3月

えびの市教育委員会

教育長 松  田 信



例  言

1。 本書は、平成14年度に実施した、県営担い手育成基盤整備事業末永地区に伴う草刈田遺跡発掘

調査の報告書である。

2.調査はえびの市教育委員会が主体となり、平成14年 10月 28日 から平成15年 2月 17日 まで実施し

た。

3.本報告書作成のための整理作業は、平成15年度に実施した。       _

4.遺構の全体図は、九州航空株式会社に委託し、1/50° 1/200図 を作成した。

5.出土人骨の分析については、鹿児島大学の竹中正巳氏に依頼し、玉稿を賜つた。記して感謝申

し上げる。

6。 出土陶磁器については、佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二副館長に鑑定して頂いた。

7.遺構および出土遺物の写真撮影は中野がおこなった。

8.本文の執筆は中野が、浄書は入木がおこなった。

9。 調査の関連資料および出土遺物は、えびの市歴史民俗資料館に保管している。

凡  例

1。 本書掲載の遺構は、SA:竪穴住居、SB:掘立柱建物跡、SK:土坑・土壊墓、SD:溝状

遺構、SR:道路状遺構、SX:自然流路、SZ:用途不明 として略している。

2.挿図記載の方位は、国土座標軸の北を示す。

3.遺構番号は、 I～ Ⅲ区・Ⅳ～Ⅵ区で各々連続している。

4.出土遺物観察表の胎土欄に記載した砂粒は、日測ではあるが、微砂 :概ね直径0.541El未満、細

砂 :0.5～ 1.511m位、粗砂 :1.5～ 2.5■lm位 とし、 3 Hlm以上を小礫としている。この基準は、断面層

序図の上層注記にもほぼ対応する。

5。 同表の調整欄に記載した「工具ナデ」は、「ハケ」でも良いのであるが、ハケロが明瞭でない

ことから区別している。また、「半ミガキ」とは、ハケ状工具で調整しているもののミガキ状に

仕上がっている状態を表わす。

6。 写真図版の個別遺構と土層断面写真に写つているピンポールの長さは、すべて lmである。

7.Ⅳ・V区の航空写真の一部は、概要報告とは若千異なり、最終的な遺構ラインに加筆修正して

ヤゝる。
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第 I章 はじめに

平成12年 10月 12日 、本市の中央南側に位置する栗下地区字草刈田地内において、圃場4.5haを 整

備する計画 (事業名は末永地区)に伴う遺跡の照会があった。調査対象地域は周知の遺跡ではなかっ

たが、西隣の水田には官道の痕跡 (A地ド与が遺存 していると推定されていることや、最低位段

丘や微高地にも遺跡が包蔵している事例があることも判明しつつある。,さ らに西方100mの地点 (B

地点)に おいて、中世の土師質土器や陶磁器片を採集している
り
ことから、古代～中世の集落跡の

存在を留意していた。調査対象地域は、同一面の最低位段丘に立地し、当然のごとく遺跡の包蔵が

予測された。

平成14年 3月 22日 、県文化課と西諸県農林振興局・市耕地課 。当局の4者で協議した結果、埋蔵

文化財の有無を確認する試掘調査を県文化課が実施することになった。同年 4月 9日 ～11日 、試掘

溝23ケ 所を設定・調査 した結果、柱穴や溝状遣構の検出とともに、土師器や土師質土器・輸入陶磁

器等の上器片が相当量出土した。同月30日 、 4者と地元土地改良の委員とで協議をして、工事計画

図を照合し、発掘調査の必要地区を決定した。 5月 13日 、地元地権者の方々を交えて協議し、発掘

調査の具体的な計画を決めた。

t駕 〔ヾ

li草刈田遣跡 2:内小野遺跡 3:東福城跡 4:新城跡 5:妙見遺跡 (消滅) 6:内牧遺跡 7:手仕山遺跡 8:古屋敷遺跡 9
:園 田城跡 10:浄慶城跡 ■ :加久藤城跡 12:新城跡 13:小 城跡 14:平城跡 15:小 城跡 16:掃部城跡 17:宮 之城跡 18:野谷筋
19:二本杉遺跡 20:手畑地下式横穴墓群 21:田之上城跡 22:古城跡 23:上江城跡 24:法光寺跡 25:上 田代遺跡 26:桑田遺跡 27
:小木原地下式横穴墓群 28:永 四原遺跡 29:柿 ノ木城跡 30:谷川遣跡 31:稲荷城跡 32:古屋敷城跡 33:溝園城跡 34:役所田遺跡
35:小路下遺跡 36:灰塚地下式横穴墓群 37:西 矢倉城跡 38:池山城跡 39:三 吉城跡 40:島内地下式横穴墓群 41:徳満城跡

第 1図 遣跡の位置と周辺の遺跡位置図 (1:50,000)
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遣跡を分断する県道の南側においては工事の切 り盛 りが殆ど無いが、埋没しているであろう官道

の確認のため、工事計画道路・水路部分で実施することとし (I～ Ⅲ区)、 北側においては、削平

される地点 (Ⅳ ～Ⅵ区)約6,150m2を 調査対象とした。

第Ⅱ章 遺跡の位置と歴史的環境

草刈田遺跡は、えびの市大字栗下字草刈田に所在する。本市の盆地中央を西流する川内川の 2大

支流である長江川と池島川に挟まれた丘陵の先端、東西700mの 自然堤防～最低位段丘の北東部分

に立地し、標高は234～ 237m程である。北側は広大な氾濫原へと移行する。

背後の丘陵は、標高1,700mの韓国岳を主峰とする霧島山系から派生するもので、末端部には中

世の山城が占地する。

旧石器時代

遺跡周辺では遺構・遺物は発見されていないが、 4 km北東に位置する東川北地区の 3遺跡で若干

の遺物が出土している。妙見遺跡 (5、 消滅)では、縄文時代早期の遺物と共に、ナイフ型石器12

点のほか、剥片尖頭器 1点、台形石器 1点、三稜尖頭器 1点、細石刃核 4点、細石刃13点が出土し

ている?妙見遺跡の南側直下に位置する内牧遺跡 (6)で は、古墳時代～古代の地層から、ナイ

フ型石器 1点 と細石刃 1点が出土 している?隣接する古屋敷遺跡 (8)においても剥片尖頭器未

製品 1点 と細石刃 1点が出土している?九州山地を越えた熊本県球磨盆地では遣跡が散見される

ため、将来的には増加するものと期待している。

縄文時代

早期の遺跡は、川内川左岸では極めて少なく、小木原地区遺跡群久見迫B地区の微高地で押型文

土器片等数点が出土した
°

1こ すぎない。反面、右岸では増加しつつあり、二本杉遺跡 (19)では若

干の遺物のほか、20基余の集石遺構を検出している?妙見遺跡では13基の集石遺構のほか、数万

点の遺物が出上している。手仕山遺跡 (7)では、約5,000点 の上器片等が出土している?

前期、確実な遺構は未発見であるが、内小野遺が
)(3)等

で若干の轟式・曽畑式上器が出上し

ている。

中期の遺構も無いに等しく、遺物として阿高式土器等が若千出上 しているにすぎない。

後期の遺跡は爆発的に増加し、上田代遺跡では円形の竪穴式住居10棟のほか数万点の上器片が、

役所田遺が
°
(34)では不要品廃棄土坑数基のほか晩期前半にかけて 8万点以上の土器片が出上し

ている。市内における定住化は後期以降と言える。

晩期の遺構は少ないが、桑田遺跡 (26)では円形土坑と溝状遺構を検出し、後者の覆土から熱帯

性ジャポニカのプラント・オパールが検出されていがと
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弥生時代

前期の遺構は未発見であ り、上国代遺跡 (25)で壷形土器片が、永田原遺跡 (28)で快入柱状片

刃石斧が各々 1点出土 したにすぎなドを 中期末、黒髪式上器が広 く分布 しているが、確実な遺構

は未発見である。

後期の遺跡は急増 し、竪穴住居は日向型間仕切 り住居が主流となる。主として円形基調であり、

二本杉遺跡で多 く検出されたほか、内小野遺跡と古屋敷遺跡などで若干検出している。

古墳時代

前期の集落は方形基調の日向型間仕切 り住居が主流で、中期頃から隅丸方形住居へと転換する。

墳墓群は多数発見されてお り、 2～2.5kmの 間隔で地下式横穴墓群が分布 している。それらを造

営 した集団の集落は同一段丘面には無いことまではわかっているが、位置は殆ど特定できていない。

7世紀代の遺構 。遺物は皆無に等 しく、今後の発見が待たれる。

古代

8～ 9世紀前半の遺構・遺物 も皆無に等 しい。

9世紀後半、遺跡は爆発的に増加 し、低位～高位段丘面の殆どに何 らかの痕跡がある。最低位段

丘の調査例 としては永田原・ロノ坪遺跡の集落 (中世～近世まで存続)があだと上田代・馬場田遺

ば
つ
では、箱掘 りの灌漑用水路を掘削するなど、大規模な開発が行なわれる時期である。住居は掘

立柱建物へ と変わるが、一部竪穴住居が残る遺跡もある。

中世

古代から継続する集落遺跡が多 く、遺構・遺物は豊富である。

丘陵突端は山城が占地し、肥沃な盆地の争奪戦が繰 り広げられる。飯野城と加久藤城 (11)と の

連絡遭
9(野

谷筋)や小木原遺跡群蕨 C地ピ で中世後半の道路跡 も検出されている。

註

(1)木下良先生は、平成3年頃から当地の存在を確認されているらしい。

(2)平成8年、8月 11日 、木下先生ほか、木本・柴田・永山先生等と共に現地とその周辺を踏査した。

(3)宮崎県教育委員会 『野久首遺跡・平原遺跡・妙見遺跡』 1994 所収

14)え びの市教育委員会 『東川北地区遺跡群』概報Ⅱ 2002 に写真のみ掲載している。

(5)同 上

(6)えびの市教育委員会  F/1ヽ木原遺跡群、原田・上江遺跡群』 1996 所収

(7)未報告である。

俗)えびの市教育委員会  『東川北地区遺跡群』概報 1 2001 所収

(9)えびの市教育委員会  『内小野遺跡』 2000 所収

l101 えびの市教育委員会  『長江浦地区遺跡群』 2002 所収

住0 中野和浩「宮崎県えびの市桑田遺跡」『日本考古学年報43』 日本考古学協会 1992

QD えびの市教育委員会  『田代地区遺跡群 。妙見原遺跡』 1997 所収

l131 えびの市教育委員会  『永田原遺跡・小木原遺跡辞蕨地区 。ロノ坪遺跡』 1990
Qつ 前出 (10)文献所収

住0 えびの市教育委員会  『稲荷下遺跡』 1997 所収

tO 前出 (6)文献所収
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第Ⅲ章 発掘調査

第 1節 はじめに

調査は、稲刈り。藁入れ後に重機を導入し、県道以南の西側から開始することにした。A地点の

凹地 (第 2図)は水田 2枚 と農道であり、西の水田は標高235。 12m・ 長さ約40m。 幅3。 4～ 5。 2mを

測り、北接する水田との比高は94cmを測る。

東の水田は34cm高 く、長さ23m、 幅2.5～ 5。 2mを測り、北接する水田との比高は94cmを 測る。

道路 (市道)幅は2.7m前後で、市道を含む最大幅は約10。 3mであり、埋没官道の掘 り方の幅は12m

程度と推定される。さらに両側に側溝を付設しているとすると、道路幅 (側滞の芯々距離)は 8～

10m位 と推定される。工事予定の第 2号支線道路予定地とA地点延長線との交点をI区 とし、第 2

号小排水路予定地をⅡ区、第 3号支線道路予定地をⅢ区とした (第 3図 )。

0     1     2     3111

第 2図 A地点 模式図

第 2節 基本的層序

層序は上から、 I層 :水田耕作上、■層 :床土・近世以降の客土や旧耕作土・旧床土・自然堆積

土、Ⅲ層 :中世以前の遺物包含層で、 a～ c層 に細分、Ⅳ層 :主 として弥生～古墳時代の遺構面形

成層であり、段丘面に一般的なアカホヤ火山灰の 2次堆積層に近似する、淡黄褐色微砂質土を主と

し、 a～ d層 に細分。弥生時代後期の遺物を含む。V・ Ⅵ層 :沖積土層で、砂質土と粘質土の互層

である。Ⅶ層 :礫層に分別した。Ⅶ層は最低位段丘堆積層であり、Ⅲ区の一部でのみ確認している。

ＯＭ
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地元古老の話では、昭和29(1954)年の井戸掘 りの際、粘土を9尺掘ると礫層になって、さらに

9尺 3寸でシラスになったということである。

なお、基本的層序は、遺跡を形成する土壌であることからローマ数字で表わし、遺構の覆土は、

2次的土壌であることから算用数字で表わしている。

第 3節  I区の調査 (第 4図 )

I区は、A地点東端から東へ105～ 110mの地点に位置した、長さ27.5m。 幅2.9～ 5.8mの狭長な

調査区である。北端の近世以降の撹乱以外は、Ⅳ層上面における幅20mほ どの掘削道路跡として検

出し、手掘 りによる掘 り下げを行なった。第 1層 を掘 り下げるとⅣ層近似の層 (第 2層 )が表われ、

仮の底面としたが、精査するうちに第 3層が露出したため、第 2層上面は2次面であると断定した。

調査区の南側～南端部のⅣ層は若干削られており、掘 り方も判然としないが、第 2層への供給の結

果と推定される。

第 3～ 4層 を掘 り下げた後、底面の確定の為のサブトレンチを西壁沿いに設け、断面観察による

官道跡の構築および使用状況を確認した。第 2層が中央部で3m程途切れることや底面の状況から

概ね北半部と南半部に分けられる。初期の掘削は、北半部で側溝のない掘 り方の幅12～ 13m、 深さ

80cm、 底面の道路幅5。 4～ 6。 7mの ものが掘削される。北端は 2～ 3 cm低いが、明瞭な側溝は持たな

ヤヽ。

硬化面が形成されぬまま初期の道路面は12～ 20cm埋 没し、第 2期の道路として、南側に幅11～

12m・ 深さ75cm内外で掘削されるが平坦な底面は湾曲する溝状遺構のようになり、道路面は定かで

ない。北側西寄りには幅 lm前後・深さ20cm内外の側溝状掘 り込みがあるが、検出範囲の制約から、

側溝であるかどうかは不明である。

初期と同様、底面が12～ 18cm埋没すると、Ⅳ層土による客土 (2層 )が幅4.4m。 厚さ4～ 16cm

盛られ、 2次面 (第 3期)と なる。客土によって道路幅は7m程の平坦面となるが、側溝は構築さ

れない。

第 3期の面も硬化面が形成されぬままほどなく埋没し、北半部に幅 7m。 厚さ8～ 15cmのⅣ層土

が盛られ、 2次面 (第 4期)と なる。この時、南半部が幅 7mの余乗帯となっている。第 4期の上

面も硬化面が形成されぬまま埋没し、廃絶される。

出土遺物は 1層 と3・ 4層 から上師器片が若千出上している (第 5図)が、第 1～ 4期にわたる

道路の掘削から廃絶まで、極 く短期間の使用と推定される。なお、記者発表および概要報告の段階

では、南半部が初期で、北半部が再整備と言明したが、その可能性は薄れた。反面、南半部が完全

に埋没した後に北半部を新たに掘 り込んだ状況ではないので、埋没過程の地層の解釈によっては、

当初から幅広 く掘削していた可能性も残る。
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第 5図  I tt SR-01 1眉 出土遺物実測図
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ノ暢 o        5cm

第 6図  I区出土輸入陶磁器 。近世国産陶磁器実測図

表 l I区出土遺物観察表 (1)土 器

表2 1区出土遺物観察表 (2)陶 磁器

第 4節  Ⅱ区 (第 9図 )

I区の東約60mに位置する。当地区は周囲よりも1段 (西の水田との比高差42cm、 南の水田とは

57cm)低い部分とその南側を4m幅で表土剥ぎを行い、Ⅳ層上面の低い部分で幅20mの埋積上を確

認した。また、北西側は耕作土直下がⅣ層もしくは官道覆上であり、工事施工時に影響があると考

え、2.6m程を拡幅した。官道跡以南は、自然流路のみで、人為的遺構は未検出である。

初期の掘削は幅20m・ 深さ80cm程 で極めて緩やかな傾斜である。北の肩部から15m南に側溝が設

けられている。側溝の幅は0。 6～ 1.lm、 深さ12～ 20cmを 測り、東側が低い。道路面は幅1.7～ 2.7m、

側溝の芯から計測しても2.14～ 2.64mし か無 く、極めて狭い。硬化面は形成されないが、側溝の北

肩部の長さ3m。 幅58～ 86cmの テラスの部分と西端部には硬化が認められた。

側溝が埋没し、底面も6～ 15cm埋没した段階で、 I区 と同様、Ⅳ層土が客土として、幅3.2m・

厚さ8～ 16cm盛 られる (第 2面 )。 この時、平坦面は5m程に広がる。第 2面上面は I区 と同様、

硬化面も無く、短期間に埋没する。南肩法面には、幅10～ 20cm・ 深さ2～ 4 cmの狭長な轍状凹みが

2～ 3条断続的に並行する。

出土地 種  類 器種
法量 (mm) 調    整

胎   土 焼 成
色 調

備 考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内   面

1

2

3

4

5

6

SR0

SR0

SR0

SR 0

SR-0

SR-0

層

層

層

層

層

層

上

上

上

上

下

下

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

ITNか

杯

皿

坑

不か

甕

169

52

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ～ナデ

ナデ

ヨコタタキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

タテタタキ

赤褐色粒少量

精良

赤褐色粒少量

赤褐色壮少量

精良

微砂少量

良

あまい

良

良

Pやあまし

良

鞘
鵬
麟
舗
麟
鵡

麟
廟
麟
巌
朧
鵬

両 面 :マ メ
ツ

No 出土地 種 類 器種
法量 (mm)

調整 紋様 露  胎 胎 土 色
釉 調

産 地 年代・備考
口径 底径 器高 外  面 内   面

第 6凶
7

8

9

10

Ⅱ層

I層

I層

Ⅱ層

磁

磁

磁

付

青

自

白

染

碗

碗

皿

碗

66

78

剣先蓮弁文

一　躯
雛　一

棘
舶
白
鵬

オリープ

乳自

乳自

紺

オリーブ

▼L白

乳白

紺

鰈
梱
蘊
闘

Ｃ
ユ副

‐５

Ｃ
中 ～16

12～ 13C

16C

18C
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出土遺物は土師器片等が若干ある (第 7図)が、 I区 と同様、極 く短期間の使用と考えられる。

なお、見かけ上の掘削幅は I区検出側と殆ど同じであり、当地区では、初期の官道は北寄りに側

溝を伴って掘削され、再整備の官道は、南半部に浅く掘削されたと想定すれば、 I区の調査結果と

連続する構造になだ
°
ことも1つの解釈である。

フ
〃

軍三乱5 k I-26     ♀   !   甲Cm

第 7図  Ⅱ区出土 土師器・土師質土器実測図 lo:sx-0111・ 12・ 14～ 17・ 19～郷:SR-011層 13:Ⅱ 層 18:耳ヒ寄り底面

疹    1型 鬱 鵡≠
＼岸妥 爾 1攪

第 8図  Ⅱ区出土 輸入陶磁器 。近世国産陶磁器

表 3 Ⅱ区出土遺物観察表 (1)土 師器・土師質土器

潔
13

／
‐４

７

‐５

10cm

‐９

，
‐‐‐帥
曲
げ

乳     0

陥 出土地 種 類 器種
法量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備 考
口径 底径 器高 外 面 内  面 外   面 内   面

11

17

21

SXC
SR-011

SR-011

1層

SR-011

SR-011

SR-01

SR-011

北寄り遠

SR-011

SR-011

SR-011

SR-01

SR-01

SR-01

SR-01

層

層

層

層

層

層

面

層

層

層

層

層

層

層

土師器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師質土器

養

養

甕

奏

養

斐

菱

養

諮

杯

婉

婉

杯

坑

婉

皿

島

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

・６０

　

・２２

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

三

一

一

一

５３

７６

①

一

一

一

一

６‐

７６

一

５７

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

タテエ具ナデ

エ具 ナデ

エ具ナデ

ヨ コ ケ

工兵ナデ

タテハケ

ミガキ

ナデ

ナデーI具ナデ

ナデ

ハケ高台:ナ デ

ナデ

ナデ

ヨコハケ

ハケ

ハケ～工具ナデ

エ具ナデ

ヨコハケ

粗ハケ

ヨコハケ

ナデ

半ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

赤褐 色粒 少 量

微細砂多量

微細砂少量

徹細砂やや多い

粗細砂少量

驚側著盈畳
微細砂多量

粗細砂多量

赤褐色粒
やや多い

精良

精良

白色粘土粒
やや多い

精良

奮翻 錢
赤褐色粒微量

良

良

良

良

良

良

良

ややあま�

ややあまヤ

良

良

ややあまし

良

良

良

良

良

暗茶灰～暗灰掲

淡褐～淡栓褐

淡茶褐

茶褐～暗茶褐

淡灰褐

淡茶褐～淡灰

淡責～淡栓黄

黄褐～〃ヒ褐

褐

黄褐

暗灰～淡掲

淡褐

淡褐

淡責白～淡褐

淡責褐

淡橙褐

暗茶褐～淡褐

暗茶褐～茶褐

淡灰掲～暗灰褐

茶～灰褐

淡黄褐～淡灰褐

暗褐～桃黄

暗茶掲～淡黄褐

黄褐底 :暗掲灰

淡灰掲～暗仄褐

黄褐

淡黄褐～淡灰褐

淡橙黄

淡黄褐

淡橙

淡橙責

淡橙

外面 :やや
マメツ

両面 :マ メ
ツ
両面 :マ メ
ツ

外面 :マ メッ
23と 同一個体か

糸切 り
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表 4 Ⅱ区出土遺物観察表 (2)陶 磁器

第 5節 Ⅲ区 (第 10図 )

Ⅱ区の東43mの位置で、Ⅱ区の水田よりも97cm低い水田に位置する。事前に検土杖で南北の広範

囲を探査 した結果、古代の土壌は削失もしくは流失していることが半J明 した。ダメ押しのつもりで

重機のバケット幅で長さ3m程深掘 し精査 したところ、中近世の還元土壌や粘土化したⅣ層と溝状

落ち込みを検出した (第 9図―SD-01)。 そこで急邊拡張し、正式な調査区を設定した。

01号溝は調査区の大部分を占め、主軸は15° 西へ傾 く。推定幅は上面で8m、 底面で lm、 深さlm

以上を測 り、東沿いの現代用排水路と並行する
②
。最下層は砂と粘土、微砂質土の互層が20～ 30cm

堆積し、その上面は硬い砂礫面であつた。出土遺物は少ないが、土師質土器のイの完形品 (第 11図

-34)や、白磁 (第 12図 -38・ 39)青磁 (41,42)等 が出土している。

第11図  Ⅲ区 SD-01 出土遺物実測図

羽 5

義

10cm

10cm

第12図  Ⅲ区出土 輸入陶磁器 。近世国産陶磁器実測図 38・ 39・ 41・ 42:SD-01

表 5 Ⅲ区出土遺物観察表 (1)土 器

出土地 種 類 器種
法量 (mm)

調整・紋様 露  胎 胎 土 色
調釉

産  地 年代 備考
口径 底径 器高 外  面 内   面

図８
２７
　
２８
　

２９
　

３０
　

３‐
　

３２

　

３３

第
Ⅱ～Ⅲa層

Ⅲ b2層

I層

Ⅱ曙

Ⅱ層

Ⅱ～Ⅲa層

■～Ⅲa層

自磁

青磁

青磁

青花

緑釉陶器か
三彩

鉄釉陶器

陶器

碗

碗

碗

碗ヵ、皿

勘

鋤

麟

164

87

鏑蓮弁文

内面 :タ タキ

貝 目痕

外
屠疑群

暗灰十淡黒灰

淡灰

淡灰白

乳白

淡褐

淡仄～淡黄灰

暗紫灰

乳白

オリープ

淡灰オリーブ

乳白

緑

暗褐

暗褐

乳白

オリープ

淡灰オリープ

乳白

緑

暗褐

中国

龍泉窯

龍泉窯

福建省か

中国南部

肥前

薩摩

12～ 13C

13～ 14C前

12～ 13C

16C後

明代

16C末 ～17
C初

17C後 ～18

出土地 種 類 器種
法量 (mm) 整詞

胎   土 焼 成
詞色

備 考
口径 底径 器高 外  面 内 面 外  面 内  面

図第 SD-01

SD-01

SD-01

SD-01

土師質土器

土師質土器

須恵器

常滑か 類

杯

皿

菱

養一璽

118 74 39

格子ロタタキ

ナデ

タタキ→組ナデ

ナデ

精良

赤褐色
微粒子少量

微砂少量

瑠 学

あまい

ややあまし

良好

良

淡褐～淡黄褐

淡褐～淡灰

淡褐

暗褐

淡褐～淡黄褐

淡灰褐～灰褐

淡褐

茶褐

脚画 :マ メツ
糸切 り

画面
'マ

メツ
糸切 り

志は黒褐色

外面:淡灰色自然釉
12--13C
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表 6 Ⅲ区出土遺物観察表 (2)陶 磁器

No 出土地 種 類 器種
法量 (mm)

調整 紋様 露  胎 胎 土 色
調釉

産  地 年代 備考
口径 底径 器高 外  面 内  面

第12図
38 SD-01

SD-01下層

I～ lll a層

SD-01

SD-01

1～ Ⅲa層

Ⅱ層

Ⅱ層

磁

磁

磁

磁

磁

磁

付

磁

自

白

青

青

青

青

染

白

碗

蜘

碗

碗

靭

碗

碗

側

156

44

47

10 14

沈線

劃花文

鏑蓮弁文

鏑蓮弁文

尖U先蓮弁文

口唇

畳付き～外底

乳白

乳白

淡灰～灰

淡仄

淡灰白

淡灰～淡灰褐

淡灰白

白

乳自～淡灰乳

乳白

淡オリープ灰

淡オリーブ

オリープ

オリーブ

暗紺

乳白

乳白～淡灰乳

乳自

淡オリーブ灰

淡オリーブ

オリーブ

オリーブ

暗紺

▼し自

梱
梱
鶴
諜
鰈
絲
酌
嚇

12～ 13C

13～ 14C前

12～ 13C

13～ 14C前

上質14C

15C中 ～16
C前
1630～ 50年
イt
外面 :半露胎

第 6節 Ⅳ区 (第13図 )

1.は じめに

最低位段丘の北東縁付近に位置した地区で、中世の黒灰色土 (Ⅲ層)が20～ 30cm遺存し、Ⅳ層上

面が遺構検出面である。Ⅲ～Ⅳa層 および遺構覆土から若干の弥生～古墳時代の遺物が出上してい

るが、当該期の遺構は無い。

2.中世の遺構と遺物

検出した遺構は様々で、柱穴が約300基のほか、円形～精円形の上坑 。土墳墓が19基、大型土坑

1基、溝状遺構 3条があり、覆土は全てⅢ層の淡黒灰色土系である。

SB-01(第 14図)調 査区の南端に位置した、梁行 2間 (2.82～ 2.91m)・ 桁行 3間 (5.95m)

の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径20～ 34cm・ 深さ18～ 32cmを測る。主軸方位は、N5°

Eである。

PP…264・ 265・ 303～ 320(第 15図) 調査区の南東部・01号建物の北東部に位置する。柱穴20基

余 りが重複した状態の遺構で、直径40～ 80cm・ 深さ45～ 78cmの大型柱穴が集中している。 4～ 5m

南の一群と関連した、大型建物が建っていた可能性がある。

SK-01(第 16図 ) 調査区の北端付近に位置した、直径90～ 100cmの 円形を呈する土娠墓で、深さ

は21～ 29cmを測る。中央部で、頭骨や四肢骨等の一部が遺存している。副葬品は無い。北頭位の横

臥屈葬と思われる。人骨については付篇を参照されたい。

SK-02(第 16図 )01号 土坑の南東1.5mに位置した、直径92～ 94cmの 円形を呈する土娠墓で、深

さは38cmを測る。人骨は遺存 していないが、西端中位において 2片に割れた土師質土器皿 (51)を

検出した。

SK-03(第 18図 )調 査区の北東部に位置した、長径82cm。 短径71cmの楕円形を呈する土坑で、

深さは10cm前後である。 2段目の穴は別遺構である。

SK-04(第 18図 )03号 土坑の南 2mに位置した、長径87cm・ 短径75cmの楕円形を呈する土坑で

最深部の深さは56cmである。

SK中06(第 16図 )調 査区の東端北寄りに位置した、直径78cmの 円形土坑であり、深さは26～ 30cm

-16-
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V区 遺構分布図第13図



である。遺構面はⅣ層上面であり、覆上の 1層 はⅢb層 と同質である。

SK-07(第 18図 ) 06号土坑の西4.5mに位置した、直径68～ 73cmの 円形土坑である。深さは、 7

～ 8 cmで ある。

SK-08(第 18図 )07号 土坑の西約 5mに位置した、長径83cm・ 短径54cmの楕円形土坑である。

深さは、 9 cmで ある。

挑闘M

第14図  SB-01 遣構実測図

C′

3Ⅲ

＝

牡

ギ

脚

3m

第15図  PP-264・ 265・ 303ほか 遺構実測図
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十

一

ｍ

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ｒ

Ｈ

ＩＩ

Ｌ

ｒ

ＩＩ

＝

Ｌ

イ

柳

悼

一

SK-01

235,OM

SK-09

2:Ⅳ層+1
3:淡黒灰色土

SK-14

:暗灰褐色十淡黒灰色十灰褐色上十Ⅳ層

2:暗灰褐色十淡黒灰色上 。Ⅳ層塊～崩壊粒

＝
生

十

上色

上

褐

色

灰

褐

暗

灰

”

・
色

層

褐

Ⅳ

灰

1 :Ⅲ b

2:1+Ⅳ 層崩壊粒

α :茶灰色微砂質土 (粘質)    1:暗 灰褐色土

第16図  SK-01・ 02・ 06・ 09・ 11・ 14 遺構実測図

1:褐灰色～暗灰褐色土 (混炭片、白色粘土多い)

2:暗灰褐色+淡黒灰色土 (同 上)

3:Ⅳ層+1    4:同 上

SK-06

1:淡黒灰色～暗灰褐色土
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K-16

一
４ 一　　　．μ，打”“”川悧【”＝「】Ｗ、卜．！コ一〓・，，

1:暗灰褐色十掲灰色土キⅣ層塊
～粗細粒

2:淡黒灰色上十暗灰褐色土 (混Ⅳ層

粗細粒少量)

SK-20

脚M

1:淡黒灰色上十暗灰褐色土

211+Ⅳ 層粗粒

蜘
1:暗灰褐色上十暗茶灰色土

2a:1+Ⅳ 層粗細粒十淡黒灰色土

b:Ⅳ層粗細粒+淡黒灰色土十暗灰褐色土

1:暗茶灰色上十暗灰褐色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

2:二 十淡黒灰色上十Ⅳ層塊～崩壊粒

1:暗灰褐色土

2:1+淡 黒仄色上十Ⅳ層塊～粗率田粒

第17図  SK-16・ 18。 19。 20・ 22・ 23 遺1青実測図

馴
1:暗茶灰色十暗灰褐色土

十Ⅳ層崩壊粒

SK-23

la:暗灰褐色上 (混Ⅳ層粗細粒少量)

b:暗灰褐色土 (混Ⅳ層粗細粒斑点状)

2:暗灰褐色上十淡黒灰色土 (混Ⅳ層阻細粒)

十

一

1皿

SK-19
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SK-09(第 16図)07号 と08号土坑の間に位置 し、長径と.81m・ 短径1.07mの不整楕円形を呈す

る土媛墓である。深さは53～61cmを測 り、西南寄 りに土師質土器皿が副葬されている。幅広い東側

が頭位と推定される。

SK-10(第 18図)調 査区の中央やや東寄 り、03号溝に切 られた、残存長 1。 23mの楕円形土坑で

ある。深さは、 8～ 10cmで ある。

SK-11(第 16図) 10号土坑の南東 2mに位置 した、長径2.14m・ 短径1.58mの 楕円形を呈する

土坑である。深さは、22～28cmで ある。

SK-14(第 16図)調 査区の中央寄 り、11号土坑の南西 6mに位置した、長径1.48m・ 短径1.30m

の不整楕円形を呈する。深さは、68～ 76cmを測る。底面は台形を呈し、西側が広い。覆上の埋積状

況から、木蓋土媛墓の可能性がある。

SK-16(第 17図)調 査区の南西部の上墳墓群の北端に位置 した、長径88cm・ 短径79cmの 円形を

呈する土坑である。深さは20～ 27cmを 測る。

SK-17 16号土坑の南 lmに位置した、直径92～ 97cmの 円形土坑である。深さは、32～ 39cmを測る。

SK-18(第 17図) 17号土坑の南東 lmに位置 した、長径99cm。 短径92cmの 円形土坑である。深

⌒

235.20M

囀
∞
り
μＯ
〓

4_

蜘

ム
ヒ _ッ 左 二 235.OM

第18図  SK-03004007・ 08010021  遺構実ユ則図
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1:Ⅳ層塊+淡黒灰色±  2:淡 黒灰色上十Ⅳ層崩壊粒  3:Ⅳ 層塊～崩壊粒+暗灰褐色±  4:暗 灰褐色土

0          1          2Ш

第19図 SK-13 遺構実測図

SD-02

1:暗灰褐色土 (混小礫、粗細砂)

2:Ⅳ b層 +1
3:Ⅳ b層 十茶灰色上十暗灰褐色土

葬;20図  SD-01002・

3:灰褐色微砂質土

1:灰褐色十暗茶楊色砂質±   4a:2a十 砂・小礫

2a:灰色微砂質土+茶褐色～暗茶褐色

微砂質土 (混粗細砂 )

SZ-01 遺構実測図

ci小礫・粗細砂十暗灰褐色微砂質土

5:淡灰褐色粘質微砂

0          1          2皿

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〕
∞
輸
・ｏ
窯

2b:灰色～暗仄色微砂質土 4b: 4aよ りも礫が多ヤゝ
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さは、50～ 52cmを 浪1る 。

SK-19(第 17図)18号 土坑の北東 lmに位

置した、長径1.72m・ 短径1.36mの精円形土坑

である。深さは、46～50cmを測る。中央西寄 りの

中位で、土師質土器片と石鍋片が出土している。

SK-20(第 17図)18号 土坑の南西 lmに位

置した、長径81cm。 短径74cmの略円形土坑であ

る。深さは、22cmを測る。

SK-21(第 18図)18号 土坑の南70cmに 位置

した、直径63～65cmの 円形土坑である。深さは、

16～ 18cmを 測る。

SK-22(第 17図)20号 土坑の南75cnに 位置

した、長径1.10m・ 短径0.98mの 、ほぼ円形を

呈する土坑である。深さは、55～ 61cmで ある。

SK-23(第 17図)土 残墓群の最南端、22号

土坑の南 1。 2mに位置 した、直径1.08mの 略円

形を呈する土坑である。深さは、1.0～ 1.05m

を測 り、東側が若干低い。

SK-13(第 19図)調 査区の中央東端に位置

した、検出長6.5m・ 幅2。 2m以上の楕円形もし

くは円形を呈する大型土坑である。周壁には断

続的にテラスがあり、南に小pitが集中する。

出土遺物は少ないが、常滑 (60)や 青磁 (65)

から、14世紀代の遺構と推定される。機能を推

定する土質変化や特殊遺物は出土していない。

SD-01(第 20図)調 査区の北西端寄 りの、02

号溝に合流する東西方向の溝状遺構で、幅30～

40cm・ 深さ11～ 23cmを測る。出土遺物は無いが、

01号溝 と切 り合っていないことから、同時期と

思われる。

SD-02(第 20図)調 査区北西部から直角に

曲が り、南西方向へ流れ、調査区中央部で西ヘ

突出し南に方向転換 して南西端に至る溝状遺構

である。幅は0.35～ 1,Om、 深さは50～ 68cmを 第21図 SR-01 遺構実測図

C
コ
¬ g生oM
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1+Ⅳ層塊 (混淡黒灰色土粗粒少量)

同   上 (同    上   塊少量)

1+Ⅳ層粗細粒十淡灰色粘質微砂

1+Ⅳ層塊

3a:Ⅳ層十淡灰色微砂質粘土

b:淡黄色粘質微砂+淡灰白色粘質微細砂

c:Ⅳ層塊十淡灰色粘質微砂

盗a:淡灰褐色～灰色粘質微砂

b:暗灰白粘質微砂

I:暗灰色砂質土

Ⅱa:淡灰色砂質土

b:同上 (橙褐色酸化鉄多量)

Ш':淡灰褐色微砂質土 (上面は黄褐色酸化鉄

層)

b i―――――――-2350M
SD-04
1:暗灰色～淡黒灰色

土

21暗茶褐色微砂質土

+1+Ⅳ層粗細粒

SD-04 I Ⅲa:褐灰色～茶灰
1 1

4c:灰色粘質微砂

5:Ⅳ層+4
6a:暗灰褐色微砂質土

色微砂質土

bi淡黒仄色土
SD-01
1:灰褐色微砂質土

2a
b

d

b:褐灰色微砂質上十Ⅳ層粗細粒

7:Ⅳ層塊+6b(上面はやや硬化)

第22図 V区南壁西端部 断面層序図

測 り、南の方が若千低い。出土遺物は少ないが、13～ 14世紀代の区画溝と推定される。

SD-03 調査区の中央付近に東西方向に延びる溝状遺構で、幅30～ 88cm・ 深さ5～ 13cmを測る。

覆上には砂粒を含まず、区画・境界溝と思われる。出土遺物は少ない。

SR-01(第21・ 22図)調 査区の南西部から西壁沿い中央付近にかけて検出した道路状遺構である。

南壁でのみ規模が確認できた。上面の掘削幅は3.88mで、東壁はテラスを 1段有し、底面今至る。

道路面までの深さは66cmで ある。平坦な道路面の幅は lm程度で、西側に側溝を設けている。側溝

は道路面よりも8 cm深 く、長さ1.25mの み遺存する。また最下層 (7層 )の上面はやや硬化してお

り、一時的に側溝を歩いたことが窺える。出土遺物は若干あるが、下層の色調が16世紀末～17世紀

前半の特徴である青灰色系に近い反面、Ⅲb'層上面から掘 り込んでお り、Ⅲa層 に被覆されてい

ることから、15世紀後半～16世紀前半頃の年代が推定される。覆土の 3a・ c層 はⅣ層塊を含んで

おり、東側を削って埋めて 2次面とした可能性が高い。

3.近世

近世では大型土坑 1基のほか、流路状遺構 1条、道路跡 1条があり、覆土は淡灰色～灰色系であ

る。

SZ-01 01号溝の北端屈曲部の、近世の流れ込み痕であり、覆土には粗細砂を含む。

SZ-02(第 23図) SZ 01と ほぼ同時期の、長径6。 66m・ 短径4.04mの不整楕円形を呈する土坑

である。深さは28～42cmを 測り、底面は長径3.6m・ 短径2.8mの楕円形を呈する。出土遺物として

は古代～中世の土師器や輸入陶磁器・近世国産陶磁器 (69～ 72)な どがあるが(機能は推定で きな

SZ-03(第 24図)調 査区の南東部で不明瞭な略隅九方形のプランを検出した。壁面はオーバー

ハングし、人為的ではないことから、自然陥没坑と判断した。覆土から、近世前半の国産陶磁器 2

点 (67、 68)な どが出上している。
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4.小結

当地区では、中世前半を中心とする集落跡で、区画溝による地区割 りもされていたようである。

さらに掘立柱建物跡は 3～ 4棟、柵状遺構は 2～ 3例ありそうであるが、推定の域をでないので、

復元は割愛している。円形土坑の殆どは幼児～子供の墓と推定され、この上墳墓群は主として13～

14世紀に、溝で囲まれた敷地の北～西縁に営まれた様子が窺える。

第23図  SZ中02 遺構実測図

1:灰褐色～暗灰褐色土 (粘質)

2a:Ⅳ層+1
b:同上 (混淡黒灰色土塊少量)

c:暗灰色砂質二十Ⅳ層粗細粒

Ⅳ層粗細粒 (混暗灰色土)

灰色～暗灰色微砂質土

2cと 同じ

茶褐色十灰色粘質土

1:淡黒灰色十暗灰褐色土

2:暗灰褐色砂質上十Ⅳ層

3:2+Ⅳ 層塊

4:黄褐色砂質土

la:暗茶灰色～暗灰褐色土

b:暗灰褐色土

c:同上 (混Ⅳ層粗粒少量)

第24図  SD-02・

21 lc十 Ⅳ層塊
～粗細粒

SZ-03 断面層序

lm

SD-02 SZ-03
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表 7 Ⅳ区出土遺物観察表 (1)土 器

出土地 種 類 器種
法量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器高 外 面 内  面 外  面 内  面

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

Ⅲ層

Ⅲ層

SZ―ol

皿層

SK 13

SK 02

SK-09

SK-09

SK 16

SK 19

SK 19

SK-19

SZ-03

SK-13

SK-13

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

上師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

備前焼系か

常滑か

甕

菱

甕

養

壼

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

情鉢

壷養類

265

249

233

117

79

96

163

78

68

62

86

74

80

64

58

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

２８

　

・３

　

一
　

‐５

　

一　

　

一　

　

一
　

・５

　

一
　

　

一

工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ～I具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケー粗ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

貯
角講望準多い

角緞 歩�、

「為判磐夢雪
ゝ

鶏鶴箪亮、
精良

精良

茶褐色粒少量

赤褐色粒少量

赤褐色粒少量

赤褐色粒少量

精良

良

淡黒褐色粒
やや多い

石英少量

良

良

良

良

史

ややあまヤ

あまい

ややあまし

ややあまし

ややあまし

良

ややあまし

ややあまヤ

良

良好

茶灰～暗灰褐

淡茶掲～淡灰掲

淡黄褐～淡黄

淡茶褐～茶褐
体部下半は黒斑

淡橙褐～淡茶灰

淡茶黄～淡褐

淡褐

灰褐～暗灰褐

淡灰褐～淡橙褐

淡橙～黄褐

橙褐～淡灰掲

褐～淡黄褐

淡橙褐

灰～淡灰

暗褐

仄褐～淡茶褐

淡灰黄～淡責

淡黄～暗茶灰

責掲～淡灰褐

淡橙

淡褐

淡褐

淡灰褐～淡褐

淡褐～淡橙褐

淡橙～黄褐

淡褐

暗褐

淡栓～淡褐

灰～浜灰

淡青灰

内面 :マ メツ
48と 同一個体か

糸切 り

糸切 り

糸切 り

両面 :マメッ
糸切 り

内面 :マメツ

両耐 ややマメツ
糸切 り

両面 :マ メツ
糸切 り

糸切 り

14C

12～ 14C前

表 8 Ⅳ区出土遺物観察表 (2)陶 磁器

No 出土地 種 類 器種
法量 (m)

調整・紋様 露  胎 胎 土 色
調釉

産  地 年代・備考
口径 底径 器高 外  面 内  面

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

Ⅲ層

SZ-03

SD-03

P P 130

SK 13

SZ-01

SZ-03

SZ-03

SZ-02

SZ-02

SZ-02

白確

白磁

白磁

白磁

青磁

褐釉陶器

褐釉陶器

染付

陶器

染付

土製品

碗

碗

碗

碗

碗

瓶壺類

袋物

皿

養

碗

土入形

‐６５

　

一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一
　

‐１５

　

・

一　

　

一
　

　

一　

　

一　

　

一
　

９８

　

一
　

　

一
　

　

一
　

５〇

　

一

一

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

　

一

　

一
　

６８

　

倣

鏑蓮弁文

タタキ

格子ロタタキ

砂目

型造り

畳付き

内面上半

畳付き

淡灰白

▼し自

淡灰白

淡灰白

淡灰～淡灰白

淡灰～灰

灰～灰青

白
Ⅲ面 :暗褐、″
巨:暗茶褐～珊

紅茶
白

淡褐

乳白

乳白

乳白

乳白

オリーブ

暗緑褐

暗褐灰

紺

紺

乳白

乳白

乳白

乳白

オリーブ

暗緑褐

黒褐

紺

営、底 :白色Ё
然釉班状

中国

中国

中国

中国

龍泉窯

中国

薩摩か

肥前

肥前

肥前

関西か

12～ 14C前

12´-13C

12～ 14C前

12～ 14C前

13～ 14C前

12～ 13C

17C初

17C後～18
C初
17C中 ～ 18
C前
1610～ 40年
代

横笛を吹く官女か

第 7節 V～Ⅵ区 (第25図 )

1.は じめに

便宜的にV区 とⅥ区に分けたが、遺構番号をⅣ区から継続 したため、一括 して記述する。

上層の堆積状況は、Ⅳ区と一見同じであるが、Ⅲ層に含まれる遺物の殆どは弥生時代後期～古墳

時代前期の土器片である。中世の遺構面は、Ⅲ層上面である。Ⅵ区の南側からは、幾筋もの自然流

路が砂礫層となって入 り込んでいる。遺構面となるⅣ層 も、上面～上層 (Ⅳ a層、10～ 15cm)には

相当量の遺物を含む。

2.調査方法

重機によって漸移層 (Ⅲ C層 )も しくはⅣ a層上面まで剥ぎ、遺構検出を行ない、明瞭に検出で

きる古代～中世の溝状遺構や柱穴群・土坑および弥生～古墳時代の上坑の調査から開始した。V区

では、それと並行 してⅢC層 を掘 り上げ、竪穴住居 として予想される直径数mの淡黒灰色土が点在
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する所は、十文字にトレンチを設けて遺構面と床面 。壁を確認 して、その範囲についてはⅣ a層 を

掘 り下げて、プランを検出した。この段階では01・ 02・ 04・ 05～ 09号住居を確認し、追確認の トレ

ンチ調査で10～ 14号住居を検出した。12号住居については、航空写真終了後再調査 した結果、北～

西側が大きく広がつた。

Ⅵ区の北狽1約 20mの範囲は、Ⅲ層 (遺物包含層)の調査から入つた。柱穴群を除く南側について

はⅣ a層 を全面掘 り下げた。この段階では15。 17・ 18号住居の 3基のみ検出したが、追確認で16・

19号住居を検出した。

全ての遺構を調査 した後、遺構覆上に類似する土壌が広がる部分についてはトレンチ掘 りで有無

を確認 した。また、基本的層序や下層の年代確認のために深掘坑を5ケ 所設定し、掘 り下げ途中で

20・ 21号住居と09号溝を検出した。

3.古代末～中世の調査

掘立柱建物跡11棟 を南東部と中央北側～西縁にかけて検出したほか、溝状遺構 2条 (SD-06・ 08)、

土坑群などがある。

SB-02(第 28図) V区 の東寄 り中程に位置 した、梁行 2間 (4.57～4.60m)。 桁行 2間 (5。 73

～5.76m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径14～ 22cm・ 深さ10～ 53cmを測る。主動方

位は、N3° Eである。

SB-03(第 29図)02号建物の1.5m南 に位置 した、梁行 2間 (4.87m)。 桁行 3間 (8。 10～8.48m)

の南北方向の建物跡であり、当遺跡で最大の建物跡である。柱穴の規模は、直径26～ 32cm・ 深さ42

～76cmを 測る。主軸方位は、N8° Eである。

SB-04(第30図)02号建物から12mほ ど西南西に離れた位置にある、梁行 2間 (3.96～ 4.07m)・

桁行 2間 (5。 50～ 5。 66m)の東西方向の建物である。東梁中央の柱穴は、試掘調査時に削失したと

思われる。柱穴の規模は、直径17～ 30cm。 深さ26～ 34cmを 測る。主軸方位はN85° Eである。

SB-05(第30図)調 査区の北側中央部に位置した、梁行 2間 (3。 94～ 4。 13m)・ 桁行 3間 (7.11

～7.41m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径20～ 31cm。 深さ17～ 50cmを測る。主軸方

位は、N12° Eである。

SB-06(第 31図)05号 建物の西約 2m・ 08～ 10号建物と重複 した、梁行 2間 (4。 25～ 4.28m)。

桁行 3間 (6.88～ 7.12m)の 東西方向の建物で、南面に幅半間の廂を有する。柱穴の規模は、直径

18～ 30cm・ 深さ20～ 47cmを 測る。主軸方位は、N85°Wである。北東隅の柱穴から、白磁碗の破片 (84)

が出土 している。

SB-08(第 33図)05号建物の西桁の 5m西で並行する、梁行 2間 (4.08～ 4.44m)・ 桁行 2間 (5.50

～5.54m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径16～ 21cm・ 深さ10～ 42cmを 測る。主軸方

位は、N8° Eである。

SB-09(第34図)08号 建物の lm西に位置 した、梁行 2間 (4。 34～ 4.38m)。 桁行 3間 (6.44
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～6.48m)の 東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径22～ 64cm・ 深さ40～68cmを測る。主軸方

位は、N81° Wである。北面桁行の東から2番目の柱穴から土師質土器皿 (75)が、南西隅の柱穴

から白磁碗の破片 (88)が出土している。

SB-10(第 34図)09号建物の lm強南東に位置した、梁行 2問 (4.20～ 4.27m)・ 桁行 3間 (6.03

～6。 20m)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径19～ 27cm。 深さ18～ 41cmを測る。主軸方

位は、N83°Wである。

SB-11(第 35図)09号 建物の西 lmに位置 した、梁行 2間 (4.15～4.18m)・ 桁行 3間 (7.30

～7.72m)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径22～ 29cm・ 深さ38～ 84cmを測る。主軸方

位は、N78° Wである。西梁には、幅 1。 25～ 1.74mの廂が付 くかもしれない。身舎の北西隅の柱穴

から土師質土器皿 (72)と 白磁碗の破片 (85,89)が出土している。

SB-12(第 36図)調査区の北西部に位置した、梁行 2間 (4.01～ 4.03m)。 桁行 3間 (7.24～ 7.38m)

の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径15～ 22cm。 深さ26～43cmを 測る。主軸方位は、N2°

Eである。南梁には、 1間 (2.23m)南 に独立棟持柱を有する可能性もある。

SB-13(第 37図) 11号建物と重複 した、梁行 2間 (4.04m)・ 桁行 2間 (3.94m)(推 定 3間 )

の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径18～ 24cm・ 深さ32～65cmを 測る。主軸方位は、N6°

～11° Eである。東桁北端の柱穴は08号溝に上部を切られている。

235460M

4Ⅲ

0 O

第28図  SB-02 遺構実測図
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SK-61～ 67(第 38図)調 査区の南縁中央部に位置 した、直径56～ 96cmの 円形を呈する土坑の一

群で、深さは 8～ 17cmである。副葬品的遺物は出土 していないが、12～ 14世紀の小児～子供用上娠

墓と推定 している。

SK-55・ 56・ 73～79(第39図)調 査区のほぼ中央に位置した土坑群である。検出当初は、外縁

の長径 5m。 短径 3mの不定形大型土坑 (北東部の輪郭は不明瞭であった)と して調査 した (SK
-55と して)力 S、 一段下げると、長径51～ 115cmの 円～楕円形土坑を11基確認 した。深さは18～ 28cm

235.80M

第29図  SB-03 遺構実測図
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SB-04

第30図  SB-04・ 05 遺構実測図

- 33 -



を測る。副葬品的遺物は出土していないが、小児～子供用土墳墓と考えている。

SK-100・ 101・ 114～ 116 単独で点在する、直径80cm前後・深さ10～ 18cm前後の土坑で、上記 と

同じ子供用土墳墓と推定される。副葬品等の遺物は無い。

SD-06 調査区東寄 りの南北方向の溝状遺構で、幅は0。 4～ 1.Om、 南端 4m程は深さ 9 cm、 幅は26

～30cmを 測る。北壁断面観察では、Ⅲb層上面から切 り込んでいる。出土遺物は少ないが、土師質

土器皿 (76)や 白磁碗 (91)が出土しており、12～ 13世紀代の区画溝と推定される。

SD-08 13号建物と重複 し、Ⅵ区北壁沿いに東西方向に位置する。東端部は調査区外で収束する

ことが確認でき、幅が60～85cm前後であることがわかった。深さは20cm前後で、06号溝 とほぼ直交

する区画溝と思われる。

。
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第31図  SB-06 遺構実測図
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第35図  SB-11 遺構実測図
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第36図  SB-12 遺構実測図

も
0        1        2皿

4.近世以降

掘立柱建物 1棟のほか、土坑 1基 と溝状遺構 1条・道路跡 2条 を検出した。覆土は淡灰色系であ

る。

SB-07(第 32図)調 査区の中央やや北東寄 りに位置 した、梁行 1間 (3.46～ 3。 60m)・ 桁行 3

間 (6.23m)の 東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径26～ 36cm・ 深さ42～62cmを 測る。主軸

方位は、N89° Wである。南東端の柱穴から半間南にも同時期の柱穴があるが、07号建物に伴うか

どうかは不明である。出土遺物は無い。

235,80M
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第37図  SB-13 遺構実測図

A      A′

~ 2剛
A

C′

宅           |           ?Ⅲ

SK-61～ 67 遺構実測図

SK-68 調査区の南縁中央部に位置 した、長径95cm。 短径80cmの楕円形を呈する土坑で、深さは

9～ 12cmである。出土遺物は無いが、形状から土崚墓と推定 している。

SD-07 V区 とⅥ区の境、一筆境畦畔の直下に位置した、幅25～ 40cmの 溝状遺構である。表上を

B B′

′

、 D′

第38図

D      D′

一
236.OM
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2360M

D          D′
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Ｇ
・弱③

Ｇ

一

脚

G′

236.OM

第39図  SK中55・ 56・ 71-79 遣1薄ヨミ,則図

剥いだ段階ですでに明瞭に確認していたが、近世後半～近代の時期と判断して、大半を削平したこ

とか ら、基底部の深さ 5 cm程 を調査 したにすぎない。覆上の殆どは粗細砂で、寛永通宝 3枚 (101

～103)が出土した。

SR-02(第 40図) V区 の北縁寄 りに、07号建物と並行 して東西方向に位置 した道路跡である。

Ш a層上面から幅1.2～ 1.55m。 深さ0.56m掘 り込まれ、底面南辺には側溝を付設する。道路面は

幅0.4～ 1.06mと 一定でなく、側溝 も部分的に途切れる。道路面上面には 5～ 15ulmの 酸化鉄が沈積 し、

非常に硬 く締まっていた。覆土は青灰色を帝び、16世紀後半～17世紀前半に埋没し始めたようであ

る。東端の土層観察では、覆土第 5・ 6層 の上面が 2次面であり、側溝を伴う。旧表土 (4層 )と

3層 が堆積 して後、 3層上面が 3次面 として使用される。以後は自然埋没である。

SR-03 V区 の北東縁に位置した掘 り込みで、幅は1。 2m以上、深さは80cmである。底面は平らで

僅かに硬 くなっていることから、道路跡とした。覆土から近世前半の陶磁器 (98～ 100)な どが若

干出土 しているが、近世後半以降の遺構だと思われる。
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１

２
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ｌ

ｌ
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B′

1:淡灰色～淡灰褐色粘質微砂

2al淡灰色粘質土

b:淡灰色～灰色砂質土

3a:灰色砂質土

b:淡灰色～仄色砂質土

la:淡灰色十淡茶灰色砂質上

b:淡灰色混砂粘質土

(暗褐色鉄分多い)

2a:淡灰色～灰色混砂粘質土

b:灰色+淡灰色混砂粘質土

c:同上

d:灰色～淡灰色混砂粘質土

3a:灰色～暗仄色混砂粘質土

b:黄褐色粘質上十灰色混砂粘質土

c:3a十 淡黒灰色土

(2次側溝覆土)

3c:3aと 同じ

d:灰色十茶褐色粘質土

4

5

6

7

灰色十暗仄色組細砂上下に鉄分層

灰褐色砂質土 (2層 との境に鉄分)

灰色～淡黄色粗細砂

褐色細砂

4a:暗褐色～灰色混砂粘質土

b:淡黒褐色砂質上十暗灰色土

5:淡灰色～灰色粘質土

6:同上

7:淡黄色褐色細砂

8:橙褐色鉄分 (5～ 15mm厚 )

9:黄褐色細砂 (舗装層)

第40図  SR-02 遺構実測図
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憔鵠 10cm

第 41図 V・ Ⅵ区出上 土師器・ 土師質土器・ 黒色土器 。

72: PP-410 73: PP-403 74: PP-405 75: PP-374 76:
他 :Ⅱ ～Ⅲ層

中世国産陶器実測図
SD-06  77: SI(-87  82・ 83: SK-88
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第42図 V ・Ⅵ区出土 輸入陶磁器・近世国産陶磁器 84:PP 352 85・ 89:

91 : SD-06  92・ 95:

98～ 100:Ⅱ ～ SR-03

0        5cm

―
PP-41088:PP-378
SK 88 93iSR-02
他 :Ⅱ ～Ⅲ層

第43図 SD-07 出土銭貨実測図
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表 9 V・ Ⅵ区出土遺物観察表 (1)土 器

表10 v・ Ⅵ区出土遺物観察表 (2)陶 磁器

出土地 種  類 器種
法量 (鰤 ) 整調

胎   土 焼  成
調色

備 考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外   面 内   面

霜41図
72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

Ⅵ区 PP-410

VttP P-403

VttP P 405

Ⅵ区 PP-374

VttS D― o6

Ⅵ区 SK 87

Ⅵ区 Ⅱ～ 皿層

V区 Ⅲ C層

Ⅵ区 I～ Ⅲ層

V tt I層

Ⅵ区 SK 88

Ⅵ区 SK-88

土師器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

黒色土器B類

黒色土器A類

黒色土器B類

黒色土器A類

備前焼

常滑か

常滑

皿

皿

皿

皿

皿

坑

不 明

坑

坑

情鉢

壷養類

三菱類

９９

‐１２

‐６３

一

・

‐６９

・

・

・

・

・

・

６８

７９

６９

７６

８４

一

一

一

６７

一

一

一

２５

３９

３４

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキか

半ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

精良

茶褐色粒微量

赤褐色粒少量

精史

精史

精良

精良

微砂少量

良

微細砂
小礫多量

微細砂多量

微砂やや多い

ややあまし

ややあまし

ややあまヤ

ややあま▼

良

貞

良

良

農

良好

良好

良好

淡灰～淡桃褐

淡黄～淡桃橙

淡褐～灰褐

暗茶掲～淡灰褐

淡灰褐～淡責

暗灰褐～灰褐

淡黄白～淡掲

淡黒掲

淡橙白～淡黄灰

暗灰褐

暗灰褐～暗茶

灰緑淡黄自然釉

淡桃掲～淡黄掲

淡黄掲～淡橙

淡黄～淡灰褐

暗茶褐～茶掲

茶灰～暗茶掲

黒褐～淡黒褐

淡黒灰

淡黒褐

灰～暗灰

暗茶褐

暗灰褐～暗茶掲

暗茶褐～暗灰褐

家易
:√メツ

糸切り

鼻理勇ず
マメツ

月塚緊拐新

緊5ら
墨痕

両面 :マ メツ

15～ 16C

13～ 14C

12～ 13C

No 出土地 種 類 器種
法量 (mm)

調整・紋様 露 胎 胎 土 色
調釉

産 地 年代・備考
口径 底径 器高 外   面 内  面

図解

８４
　

８５

　

８６

　

８７

　

８８

　

８９

　

９０

　

９．

　

９２

　

９３

　

９４

　

９５

　

９６

　

９７

　

９８

　

９９

　

‐００

VttP P 352

Ⅵ区 P P 410

Ⅵ区 Ⅲ bC層

VttP P-341

Ⅵ区 P P 378

Ⅵ区 P P 410

V区 Ⅱ層

VttS D-06

Ⅵ区 SK-88

VttS R 02

V区 皿a層

Ⅵ区 SK 88

Ⅵ区 Ⅱ～Ⅲ層

V区 Ⅱ～Ⅲ層

VttS R― o3
■一 Ⅲ b層

VttS R― o3
Ⅱ～ 肛 b層

VttS R 03Ⅱ 層

自磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

青磁

青磁

青磁

青白磁

青花

青花

鉄釉陶器

陶器

鉄釉陶器

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

袋物の蓋

皿

皿

碗

皿

火入れか

153

178

152

一

一

一

一

一

一

一

７４

一

一

５６

‐８

一

一

４４

３９

５５

櫛描き文

沈線 ?

鏑蓮弁文

劃花文

釉剥ぎ

胎土目

外面下半

外面

外面下半

外面下半

高台

外面下半

畳付き～外底

外面下半

内底

高台

全苦嬌票声疑砲

乳白～淡黄白

淡灰白～乳白

淡黄白

乳白～淡灰白

乳白

淡灰白

淡黄自

淡灰白

淡灰～灰

灰～淡黄褐

白

乳白

白

淡灰～灰

淡灰白

暗灰

浚 貢 日
一 部発 砲

乳白～淡黄白

乳白～淡灰乳

▼し白

乳白

乳白

乳白

乳白

淡灰

オリーブ

淡オリーブ灰

淡青白

紺

紺

暗紫褐

淡オリーブ

暗茶褐

淡黄白

乳白～淡黄白

乳白～淡灰乳

乳白

乳自

乳自

乳白

乳白

淡灰

オリーブ

淡オリーブ灰

淡青白

紺

紺

暗紫褐

淡オリープ

暗茶掲

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

中国

福建省

景徳鎮

薩摩

関西系

肥前

‐２．
‐２一
レ
レ
‐２．
‐２．
‐２．
レ
‐２．
‐３．
‐２．
‐２一
‐６Ｃ
‐６ｃ
‐８ｃ
臣
‐７Ｃ

[4C前

と4C前

[4C前

[4C前

[4C前

[4C前

t3C

[8C

t3C

t4C前

!3C

!4C前

姿

布一 中
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5。 弥生～古墳時代

砂礫を多量に含む自然流路を避けるように竪穴住居が環状に配置している。竪穴住居は不明瞭な

がら21基を検出したほか、大小様々な土坑約70基、溝状遺構 1条 を検出した。

SA-01(第 44図) V区 の北東縁に位置した、直径7.8mの円形を呈する住居である。南西側には

2段のテラスが設けられ、上段は0。 77～ 1.4mの幅が有 り、10cm低い下段は23～ 73cmの幅がある。

中央部はさらに10～ 15cm下がつて床面となる。その底面には厚さ5～ 10cmの淡灰色粘質上が只占られ、

上面を5～ 1041mの 橙褐色酸化鉄が覆つている。主柱穴は4個 (南東部は調査区外)で、直径28～ 35cm。

深さ28～ 54cmを 測る。また、補助的な小pitが北側に4個、南東部に 1個検出された。

出土遺物は遺構の中では最も多い (第45～ 52図)が、原位置を保つものは無 く、弥生時代終末～

古墳時代初頭の遺物が主である。115の 甕と小型の壷 (144)イま新 しい様相を呈し、廃絶後の布留式

期まで不要物廃棄坑として使用されたものと推定される。鉄器や石器は出上していないが、大型の

精円礫を砥石的に使用した台石が 1点 (第 127図 -720)あ る。

SA-02(第 53図)調 査区の南東隅に位置 した、直径5.92～ 6。 42mの精円形を呈する竪穴住居と

推定 している。一段低い中央部・長径3.6m。 短径2.9mの範囲には厚さ5～ 10cmの貼 り床があり、

その上面には泥化炭化物が広がっていた。主柱穴は不明であるが、直径26～ 43cm・ 深さ12～ 23cmの

柱穴 5基を検出した。内径1.85m。 幅52～ 60cm・ 深さ20～ 35cmの規模で弧状に曲がる溝状遺構は、

西～南側では検出できなかった。住居の排水溝としては疑間が残 り、別遺構の可能性が高い。

出土遺物 としては、若千の壺・甕 。鉢 。高杯 。ll等 (第54・ 55図 )のほか、小型の鉄鏃 (圭頭鏃、

第92図 -460)や石匙未製品 (第 125図 -691)。 砥石 (第126図 -707)がある。

SA-03(第 53図)02号 住居の南に重複 し、竪穴住居状のプランにはなったが、只占り床や柱穴・

炭化物は検出していない。このため、機能的には竪穴住居とは断定できない。

出土遺物は02号住居よりも多く、壺・甕・鉢・高杯のほか、小型の刀子状の鉄製品 (第 92図 -462)

が出土 している。なお、207の鉢は唯―の完形復元品である。

SA-04(第 57図)調 査区の北東寄 りに位置 した、 1辺 6～ 8mの方形を基調とした間仕切 り住

居で、南西部には幅3。 9m・ 深さ10cmの 隅丸方形の張 り出しがある。切 り合いは確認できなかつた

ので、別遺構では無 く、構築当初のプランの可能性がある。中央部は略方形状に 1段 (10～ 20cm)

下が り、貼 り床が施される。また、北～東側の 1段高い面も異なる粘質土で貼 り床が施される。主

柱穴は 4本で、2。 6～ 2.9m間隔で長方形に配置され、60～ 70cmの深さがある。北側の中央部には、

同規模の柱穴があり、棟持柱的機能が想定される。

出土遺物は少なく、完形品も無いが、一通 りの器種が揃つている (第 58～ 60図 )。 弥生時代終末

を主体 とし、242の 高杯は化粧粘土が施され、胎土 も精良であり、外来遺物と推定される。土器以

外では、鉄鏃 1本 (458)と 砥石 (706)が出上 している。南東部においては炭化材が若千出土して

いる。
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表1l SA 01出 土遺物観察表 (1)

No 出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底 径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

Я守45,4
104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

第46図
114

115

第47図
116

117

118

119

120

121

122

第48図
123

124

125

126

127

128

129

130

第49図
131

132

133

134

135

136

137

第50図

SA 01

SA-01

SA 01

SA 01上層

SA 01上層

SA-01

SA-01

SA-01上面

SA 01上層

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA 01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA 01

SA 01

SA 01

SA=01

SA 01

SA 01

SA 01

養

養

菱

小型台付鉢

小型鉢

養

養

菱

奏

奏

養

菱

菱

甕

養

養

重

奏

養

奏

菱

奏

甕

菱

養

奏

奏

甕

甕

甕

甕

養

養

壺

240

246

205

77

133

352

258

196

330～ 370

313

333

265

283

278

270

一

２４７

一

２５４

３８８

‐９９

２‐９

２４７

２８２

一

一　

　

‐ ２ ９

50

68～ 70

94

68× 72

84

80

一
　

一
　

一

一

一

一

　

一

４８

‐０４

一

一

２８２

２２２

一

３３４

一

３０９

一

一

　

一

　

一

一

一

一

　

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

一

　

一

３２５

ハケ～工具ナデ

エ具ナデ

エ具 ナデ

エ具ナデ

ハケ エ具ナデ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

ハケ～工具ナデ

ハケ～I具ナデ

ニ具ナデ～粗工具
ナデ(半 ケズリ)

粗ハケ エ具ナデ

エ具 ナデ

ナデ～I具ナデ

エ具 ナデ

ハケ～粗工具ナデ

ハ ケ

ハケーナデ
～工具ナデ

エ具ナデ

ナデータヽ ケ

ハケーエ具ナデ

ハケ 粗I具ナデ

I具 ナデ～ハケ

エ具ナデ

すデ～工具ナデ

ハ ケ

ハ ケ

ハケ～粗I具 ナデ

粗工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

タタキ

ナデーハケ

半 ミガキ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ～工具ナデ

強い工具ナデ
～丁寧二具ナデ

エ具ナデー強いエ
具すデ(半 ケズリ)

工具ナデ

ナデ エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ I具 ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ～ナデ

ナデ

ナデ～王具ナデ

丁寧工具ナデ

ハケーエ具ナデ
ーナデ

ハケ

エ具ナデ

′サ～粗I具 すア

ハケーエ具ナデ
ーナデ

エ具ナデ

ハ ケ

粗工 具ナデ
～■:具 ナデ

ハケ～I具ナデ

エ具ナデ

丁寧I具ナデ

ハケ

傲細砂やや多い

角F/g石少量

粗細砂微量

微細砂
角閃石少畳

粗細砂やや多い

粗細砂多量

微ネ田砂
粗砂多量

粗細砂多量

粗IB砂多量

孵
ゝ

微細砂やや多い

微砂やや多い
粗細砂少量

粗細砂
小礫少量

粗細石英やや多い

粗細砂
自色粒多量

粗細砂少量

微細砂少量
赤褐色粒微量

粗細砂やや多い

微細砂やや多い
角閃石少量

粗細砂やや多い

微細砂やや多い

粗
嶋隣

い

微細砂やや多い

微細砂やや多い

粗細砂やや多い

微細砂やや多い

粗細砂やや多い
小礫少量

微細砂
粗砂少量

微砂 やや多い
細砂少量

粗細砂少量

微砂やや多い
粗細砂少量

粗細砂少量
小礫微量

微細砂少量
小礫微量

粗細砂
小礫やや多い

微細砂
角閃石少量

粗細砂やや多い

良

良

良

ややあまヤ

ややあま▼

ややあまヤ

ややあま▼

ややあま▼

ややあま▼

良

良

良

ややあま▼

ややあまヤ

良

良

良

良

良

ややあまし

ややあま立

ややあま▼

ややあま▼

良

良

ややあまし

良

良

良

ややあま▼

ややあまヤ

良

ややあまし

良

ややあまし

淡黒掲～暗茶褐

淡黒灰

灰掲～淡灰黄

暗緑灰～橙掲

橙褐～淡黄褐
黒斑

淡橙黄～灰褐

暗茶褐

淡橙掲～淡褐

淡橙掲～淡黄掲

淡責掲～暗茶掲

淡灰褐～賭茶褐
～桃褐 黒斑

淡褐～暗茶掲
～淡橙褐

淡黄灰～仄褐

淡責～黄掲
橙褐

淡黄 ,淡黒灰

淡褐～暗茶揚

淡褐～淡褐灰

淡茶褐～淡黄掲

淡褐～灰褐

淡橙褐～茶灰

橙褐～黄褐

淡灰責

淡茶掲～灰掲
～淡黄掲

淡黄仄～掲灰

淡橙掲～茶掲

黄褐～淡黄掲

灰掲～茶灰

淡茶掲～暗茶掲

淡黄褐～淡茶灰

暗茶褐

淡橙褐～灰褐

淡茶掲～暗茶褐

栓褐～淡黄自

茶褐～暗茶灰

淡袴褐～暗茶掲

褐 ～淡褐

淡黄褐

暗灰褐～淡黒灰

栓褐～淡茶褐

淡橙～淡黄

橙掲～淡灰褐

橙黄～黄掲

淡橙掲～淡黄自
～暗茶褐

淡橙褐～淡掲

淡黄掲～茶褐
黒斑

灰褐～淡黄褐
黒班

暗茶掲～淡黄楊

淡黄褐～灰褐

暗褐灰～淡灰褐
一淡黄

淡黄掲

掲～暗茶褐

淡灰黄～淡掲
～暗灰

茶褐～暗赤褐

橙褐～暗仄褐

淡褐

暗緑灰～茶褐

暗茶掲～暗灰

淡貨掲～淡茶灰

淡黄灰～暗灰

淡黄掲～淡褐

淡茶橙～黄褐

茶灰～淡茶掲

淡掲灰～暗茶掲

淡茶橙一淡掲
黒斑

橙褐

橙掲 ～黄褐

淡褐～淡黄掲

橙褐～黄褐

橙褐～茶褐

淡黄～淡黄灰

両 面 :マ メ ッ内
面 にオ コゲ

内面 :マ メツ

内面 :マ メツ

内面 :マ メツ

外面 :マ メツ

外両 :マ メツ

□ :被 熱

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

外面 iかなリマメツ
内面 :マ メッ

外面 :マ メッ
内面 :や やマメッ

底部 :不整楕円形

外面 :マ メツ

内面 :マ メツ

外面 :ややマメツ

回駁部 :破損後に
務気 '卜面 :マ メン
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表12 SA-01出 土遺物観察表 (2)

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

第 50図
139

140

141

142

143

144

145

第51図
146

147

148

149

150

151

152

153

第52図
154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

SA 01

SA-01

S A 01上層

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA 01

SA-01

SA 01

SA 01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

壷

小型九底壷

小型丸底壷

対

壺

壺

蓋

蓋

蓋

小型鉢

小型鉢

高杯

菱

甕

甕

甕

奏

奏

甕

甕

養

奏

養

甕

甕

養

養

台付鉢

台付鉢

甕

146

200

103

100X104

119

102

249× 262

164

128

222

260

58× 66

71

58× 62

81

70

68

100

87

97

83

77

74

72

85

84

78

94

(93)

66

387

151

245

121

96

I具ナデ～ハケ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ハケ～ナテ～
ミ才キ～粗ミガキ

ハケ～半ミガキ

エ具ナデ

粗工具ナデ
ーエ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

粗工具 ナデ

ハケー
粗工具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ
ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ兵ナデ

I具ナデ～ナデ

エ具 ナデ

エ具ナデ

粗工臭ナデ

エ具ナデ

工具ナデ

エ具ナデ

ナデ～工具ナデ

正具ナデ～ナデ

丁寧ナデ
エ具ナデ

ハケ

I具ナデ ナデ

ナデ～工具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具すデ～ナデ

ハケ

エ具ナデ 半
ミガキ～ナデ

エ具ナデ

粗工臭ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ～ ミガキ

エ具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

半 ミガキ

ナデ I具ナデ

エ具ナデ

紹笙経零羊易R
微細砂やや多い

角閃石少量

微砂多量
角閃石少量

粗細砂やや多い

微細砂微量

赤掲色粒やや多い

史

粗細砂多量
小礫少量

徹 粗細砂少畳
白 赤褐色粒少量

微細砂少量

粗細砂多量

粗細砂多量
小礫微量

微砂多量
粗細砂少量

粗細砂少量

微細砂少量

微細砂少量

粗細砂やや多い

粗細粒・
石英やや多い

微細砂やや多い

粗細砂やや多い

微細砂やや多い
粗砂少量

微細砂少量

微綱砂やや多い
粗砂少量

粗細砂やや多い

粗細石英多量

粗細砂やや多い
茶褐色泣少量

微細砂多量
粗砂 少量

微細砂やや多い
粗砂少量

粗細砂少量

粗細砂 やや多 い

習置暫塀甍
粗細砂少量

微細砂少量

粗網砂やや多い

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

あまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

良

良

良好

ややあまい

ややあまい

良

良

ややあまい

良

良

良

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

淡黄灰～黄褐
～橙褐

淡橙茶

淡灰 ～灰褐

淡褐一淡黄
～灰褐

灰褐 ～暗褐
黒斑

淡黄～桃褐

淡褐～暗灰褐

桃橙一黄褐
～淡茶褐

淡黄褐一桃褐
黒斑

淡泰掲～淡灰褐

橙褐～淡褐
黒斑

淡橙茶～淡黄掲

淡褐一淡黄褐
黒斑

淡褐～淡灰褐

茶褐～淡黄褐

淡責灰 ～灰褐
黒斑

黄褐～淡灰褐

淡黄～淡褐

淡灰白～淡橙褐

橙黄～淡橙褐

淡茶褐～淡灰掲

淡黄灰～淡黄褐

褐～淡灰褐
黒斑

茶灰 ～淡褐

暗灰褐

淡灰褐一黄褐

淡灰掲～淡黄褐

淡褐～茶灰

淡灰黄～淡灰褐

淡黄褐～淡灰掲

淡黄褐～淡黄灰

淡仄褐～灰

波黄掲～淡栓褐

淡黄灰 ～淡褐
一淡黄掲

茶橙

橙褐

淡黄褐～淡褐

灰～淡灰黄

淡褐～淡桃褐

褐～淡褐

淡黄褐一橙掲

茶掲～淡橙掲

淡黄自～淡灰褐
黒斑

暗茶褐～橙掲
一褐

茶褐 ～黄褐
黒斑

茶橙一淡黄白
黒斑

淡橙褐～淡褐

橙掲～淡黄褐
黒斑

暗灰

淡褐～淡橙

淡黄掲～淡橙褐

暗灰 ～淡褐

淡掲

淡黒掲～淡灰掲

暗灰～淡黒灰

茶灰～淡茶掲

暗茶褐～黄褐
黒斑

暗灰～淡黒灰

暗灰～淡灰褐

淡黄

灰 ～灰褐

淡灰掲～淡黄掲

淡褐 一灰褐
‐黒班

淡栓～淡黄掲

外面 :被熱
かなリマメツ

外面 :かなり剥落

外面 ,マ メツ

外面:かなリマメツ

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

内面 :マ メツ

オコゲ
内面 :マ メツ

内面 :剥語

底音L:マ メツ

内面 :マ メツ

外面 :器面剥落

内面 :コ ゲ、剥落

両面 :ややマメツ

表13 SA-02出 土遺物観察表 (1)

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備   考
口径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

SA-02

SA 02

SA 02

SA 02

SA 02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA 02

SA 02

SA 02

SA-02

奏

甕

甕

甕

菱

甕

奏

奏

菱

甕

奏

重

重

重

204

305

180

161

ナデ

ナデ ハケ

粗工具ナデ

ハケ I具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

エ具すデーハケ

ハケ→ミガキ状

工兵ナデ

エ具ナデ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

エ具ナデ

ハケ

エ具ナデ

ナデ～
丁寧工具ナデ

ハケ エ具ナデ

エ具ナデ

エ兵ナデ

エ具ナデ

微細砂少量

微細砂少畳
黒褐色粒少量

粗細砂少量

微砂少量

微砂
茶褐色粒少量

微細砂少量

細警″査島ぞ歩量
微細砂やや多い

良

粗細砂多量
小礫 少 量

微 細砂
赤掲 色粒 少 量

微砂 多 畳
粗細砂 微 量

微細砂やや多い

角閃石微量

粗細砂少量

ややあまヤ

良

良

良

良

貞

良

良

良

ややあまし

良

ややあまヤ

良

良

暗茶褐～淡黄掲

淡橙褐

灰褐

茶褐 黒斑

暗茶褐～茶褐

淡黒灰～淡灰掲

暗茶褐

淡橙～橙

茶灰～淡黄褐

桃橙～淡黄褐

淡橙茶～茶褐

暗緑灰～橙褐

淡茶橙～淡橙掲

淡褐～淡灰

淡黄褐

淡茶褐～淡橙掲

淡灰掲～淡黄掲

淡灰褐～淡黄白

淡黄白

灰掲～淡黄褐

茶褐

暗茶灰～茶褐

淡灰～淡黄褐

黄掲～橙褐

淡橙～淡灰褐

暗緑灰一暗灰

茶橙一淡黄褐

淡掲一淡黄褐

内面 :マ メツ

内面 :ややマメツ

外面 :ややマメツ

内面 :ややマメツ

器面剥落

両面 :ややマメツ

両面 :ややマメツ

左右非対称
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第56図  SA-03 出土遺物実測図
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表14 SA-02出 土遺物観察表 (2)

出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

第

期８６
鯛８７　８８
　
８９
　
９０
　
９‐
　
９２
　
９３
　
９４
　
９５
　
９６

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02 03

菱

高年

小型鉢

小型九底壷

小型鉢

鉢

小型鉢

小型九底壷

汁

難

小型丸底壷

・

・

‐‐８

８‐

５３

一

一
　

一

一

一

一

８２

　

‐７７

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

一
　

　

一

　

７ ７

　

‐ ０ ９

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

工具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

粗工具ナデ

粗工具ナデ

半 ミガキ

半 ミガキ
～工具 ナデ

丁寧ハケ

ナデ

ナデ エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

粗 ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

丁寧ナデ

茶掲色粒少量

良

粗細砂
角閃石少量

微細砂少量

粗細砂少量

粗細砂少量

蟻瞬］妙良　良　良

良

ややあま▼

良

ややあま▼

良

ややあま▼

良

ややあまし

ややあまし

良

ややあまし

淡黄～淡黄褐

淡黄褐

淡橙褐～淡責掲
黒斑

淡茶橙～桃褐
黒斑

淡橙 白

淡黄褐～淡灰褐

暗灰

黄褐～橙褐

淡黄掲 黒斑

暗茶掲 黒斑

淡褐

暗掲灰～淡褐

淡掲 黒斑

淡褐～淡黄褐

淡黒灰

淡黄掲

淡黒灰～暗灰

暗灰～灰

淡黒灰～灰掲

暗灰楊～淡黒灰

暗茶褐～暗灰掲

淡黄～淡灰黄

焼成前穿孔あり

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

表15 SA-03出 土遺物観察表

出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
日径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

第56図
197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

豆

斐

菱

養

奏

奏

奏

甕

奏

奏

台付鉢

壷

高杯

高杯

．

一

２２‐

２２０

２８８

一

一

一

一

一

一

Ｗ

２３８

・

一
　

一

一

一

一

一

８２

７５

６９

７３

狙

一

一

一

ナデ ハケ

ナデーエ具ナデ

エ具 ナデ

ハケ～
粗工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

I具ナデ ナデ

エ具ナデ
半 ミガキ

エ具ナデ

ハ ケ

粗工具ナデ

I具ナデ‐ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ
(半 ミガキ)

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

半 ミガキ

エ具ナデ
ー粗工具ナデ

薫 票米
半ミガキ

良

微
鰯 争い

茶 褐 色 粒 少 量

微細砂少量

微砂少量

粗翡響ギで診い

微細砂少量

微細砂多畳
粗砂少量

微砂少量

微砂少量

雌 急登

粗細砂やや多い
小礫微量

微細砂少量

微細砂少量
粗砂微量

慨 雀
｀

良

良

良

良

ややあまヤ

良

ややあまし

ややあまし

良

あまい

良

ややあま,

良

良

淡橙黄～淡黄灰

暗茶掲～茶橙

浜灰掲～暗茶掲

淡灰褐～暗掲

淡黄褐～橙掲

茶灰～淡褐

橙褐一黄掲

淡黄灰～淡黒灰

淡栓～淡灰黄

淡灰黄～橙褐
一暗茶掲

褐～淡黄褐

黄褐～淡黄褐

茶橙

褐～暗褐

淡橙褐

淡茶掲～橙掲

淡黄褐

淡茶褐～掲灰

黄掲～暗緑灰

淡褐～褐

淡橙褐～淡黄灰

暗灰

淡掲～淡灰掲

茶橙～暗緑灰

掲～淡褐 黒斑

淡黄褐

茶橙～暗茶褐

淡黒灰

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

内面 :マ メツ

SA-05(第61図)調 査区の中央南東寄 りに位置した、南北9.04m。 東西7.51mの楕円形を呈す

る竪穴住居である。北西部は06号住居を切っている。中央部は 1段 (20～ 30cm)下がり、貼 り床が

施される。主柱穴は、2。 lmの 間隔で52～ 75cmの深さを測る柱穴 2本である。他の柱穴は浅い。

出土遺物はやや多く出土した (第 62～ 64図)が、完形品は258の甕 1点である。弥生時代後期～

終末の遺物が多いが、276・ 277の 丸底からみると、布留式期として考えられる。土器以外では台石

1点 (721)が出土している。

SA-06(第 61図) 遺構検出時においては、長径3.2～ 3.4m・ 短径4.6mの精円形に近い竪穴住居

の様であったが、南東部の半円形の一段低い部分の底面には、泥化炭化物が広がっており、原型を

円形として想定すると、05号住居の大部分に重複していたことになる。主柱穴は不明であるが、直

径20～ 30cm・ 深さ38～ 48cmの小pitが散在する。

出土遺物は少なく (第 65図 )、 289の弥生土器は混入で、290の小型壷が年代を示すものであり、

弥生時代後期後半頃と思われる。
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表16 SA 04出 土遺物観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
国径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

翔２２０
２２‐　２２２　２２３　２２４　２２５　２２６　２２７　２２８
御２２９
２３０　２３‐　２３２　２３３　２３４　２３５　２３６　２３７　２８８　２３９　２４０　２４‐　２４２　２４３　２４４　２４５　２４６　２４７

211

212

213

214

215

216

217

218

219

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA=04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA 04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA 04

SA 04

SA 04

SA 04

S A 04

SA 04

SA 04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA-04

SA 04

SA 04

SA 04

SA 04

甕

甕

甕

甕

奏

甕

甕

鉢

菱

奏

養

甕

奏

奏

奏

甕

甕

甕

奏

養

壺

壺

重

壼

重

壷

壷

小型丸底壷

小型丸底壼

小型丸底壷

汁

高杯

蓋

甕

甕

養

甕

‐９０

・８４

２２６

３‐０

．

３７２

２２３

２‐２

３０５

３４２

３２０

３５５

３９２

一
　

一

一

・

・

一
　

一

９８

‐１５

‐２２

２０６

２０４

‐５〇

一

・０３

９０

９‐

一

隠

一

一

一

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

一

一

７２

７７

６‐

一

アヽケ ヨヨハケ

ヨコハケ
ーナナメハケ

タテハケ→粗ナデ

ヨコハケ
ー タテハケ

ハ ケ

ヨコハケ
粗正具ナデ

ハ ケ

粗工具ナデ

ハケ～工具ナデ

ータテ社工具ナテ

ナデ

ヨコハケ・タテ
ヨコI具ナデ

ハケ

ヨコ タテハケ
～粗二具ナデ

ナデ'社I具ナデ

エ具ナデ

ヨコハケ ヨコ
‐タテI具ナデ

ヨコハケ

タタキ‐少しハケ

タタキ

ナテ I具ナデ

ナデ ヨコハケ

エ具タテナデ

ハ ケ・ ナデ

ハ ケ

エ具ナデ

エ具 ナデ

ミガキ

エ具ナデ ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ～工具ナデ

タテハケ
ー ヨコハケ

粗工具 ナデ

粗工具 ナデ

粗工具 ナデ

エ具ナデ

ヨコハケ

ヨコハケ→ナデ

ヨコハケ

ヨコハケ

エ具ナデ

ヨコハケ

ハケ エ具ナデ

粗工具ナデ

ハケ～工具ナデ

ヨコハケ
→ケズ リ状

ハケ～工具ナデ

ハケ

ハケ

ヨコハケ
ナナメハケ

エ具ナデ

ハケ

ヨコハケ

I具ナデ～ナデ

ナナメハケ
ヨコハケ

エ具ナデ

ナデ ヨコハケー
ナナメエ具ナデ

エ臭ナデ

エ臭 ナデ

ナデ～I具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

半ミガキ～ナデ
ー丁寧工具ナデ

エ兵ナデ

ナデ～工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ ナデ

エ具ナデ

ナデ～

粗工具ナデ

ヨコハケ

粗工具ナデ

エ具ナデ ハケ

微細砂少量

粗細砂やや多い

微細砂少量
TIl砂 微量

粗細砂少量

微砂少量

粗細砂少量

微縁翠驚多い
粗細砂多量

微細砂少量
小礫微量

微綱砂やや多い
粗砂 小礫少量

粗砂少量
微細砂やや多い

微細砂やや多い

微細砂やや多い

微細砂
小礫少量

微細砂少量

微細砂少量

微
拐監虚甚景

い

細砂少量

微細砂少量

微細砂 角閃石
少量、小礫徴量

粗細砂
赤掲色粒少量

微細砂やや多い

粗細砂・
茶褐色粒少量

微細砂微量

粗細砂やや多い

微砂
角 閃石少 量

粗 細砂 ‐

小 礫 少 量

良

微砂微量

微細砂少量

良

微砂少量

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

良

良

良好

良好

良

良

ややあまい

良

良

良

良

良

良

良好

良

良

良

良

良好

良好

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

良

良

ややあまい

淡黄褐

淡褐～暗灰褐

暗茶褐～暗褐

茶褐～暗褐

淡灰褐

橙褐～淡灰褐

淡茶褐～淡黄
黒斑

淡黄～淡灰褐

褐灰

淡黄褐～茶灰

褐灰～暗茶灰

茶灰～褐灰

褐～淡茶褐

茶橙～黒褐

茶褐～暗茶掲

暗茶灰

淡黒灰～暗灰褐

暗茶褐～暗掲

淡黄掲～褐灰

黒褐

橙褐

淡橙褐～暗灰褐

栓掲～淡黄褐

淡褐～淡橙褐

淡黄～淡黄灰

淡灰黄

淡灰掲～淡茶褐

淡黄灰 黒斑

灰褐～暗灰褐

淡褐

桃橙～橙黄

淡褐～淡黄褐

淡橙～淡黄
黒斑

淡橙褐～淡灰黄

淡黄掲～淡灰黄

橙褐～灰褐

暗緑灰～黄掲

淡責褐～淡灰
黒班

淡橙掲～淡灰掲

淡茶掲～暗灰掲

暗灰掲～暗褐

褐～淡灰褐

淡茶褐～暗茶褐

淡黄掲～橙掲
黒斑

淡責掲～淡橙黄

茶灰～暗灰掲

淡褐～黄褐

淡茶掲～淡灰褐

淡責茶～淡黄褐

茶灰～淡掲

暗掲灰～茶褐

淡黄掲～淡灰黄

淡黄褐～淡褐

淡黒灰～暗掲灰

褐一灰褐

暗灰褐～淡黒灰

褐～淡橙褐

茶栓～淡栓褐

淡橙褐～灰褐

暗灰～淡黄掲

淡褐～淡橙掲

淡黄仄～灰掲

淡橙黄～淡黄白

淡褐～淡黄褐

淡黄灰～淡黄褐

灰褐～暗灰褐

淡橙掲～淡黄
・黒斑

褐～淡灰黄

橙掲・黒斑

淡灰～淡黒灰

淡黄自～淡栓掲

淡灰黄～淡黄褐

灰褐一茶灰

淡黄褐～灰褐

ヨ ゲ

マ メ ツ

マメツ

:マ メツ

内面

内面

外 面

外面

内面 :マ メツ

日縁部 :マ メツ

外面 :かなり剥落

表17 SA-05出 土遺物観察表 (1)

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎  土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

第6ZE判
248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

第63図

SA 05

SA-05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

奏

甕

菱

甕

甕

養

菱

甕

甕

奎

菱

212

190

309

151

403

400

268

279 76 347

半 ミガキ

ハケ→工具ナデ

ハケ～工具ナデ

ハケ I具 ナデ

ヨコハケ

ナデー
タテエ具ナデ

エ具ナデ

エ臭 ナデ

ヨコハケ→

タテハケ

ハケ～工具ナデ

工具ナデ

エ具ナデ

ナデ I具ナデ

エ具ナデ ナデか

ハケ,I具ナデ

ナデ～I具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

腎鶴箸多畳
微細砂少量

微細砂・
粗砂少量

令
,́甘 1旨イを与阜il〕 4ぞき

｀

粗細砂多量

微細砂 多量
粗砂少畳

細砂少量

粗細砂多量

粗細砂多量
小礫少量

微細砂
粗砂少量

弊

良

良

良

ややあまい

ややあまい

貞

良

ややあまい

ややあまい

良好

ややあまい

黒灰～暗茶掲

淡黒褐～暗茶掲

淡茶褐～暗茶掲

淡橙～茶灰

茶黄～橙褐

灰褐～淡黄褐

暗灰褐～淡褐

橙黄～淡黄褐

黄褐～暗灰

茶橙

橙褐～淡黄

暗茶褐～茶

暗茶褐

灰褐一淡灰掲

淡茶橙～淡黄

茶褐～暗緑灰

淡黄褐～暗茶灰
～黄褐 黒斑

央黒灰～暗緑ワ

橙黄～黄褐

橙黄～淡黄灰

淡黄褐～橙褐

暗緑灰～淡黒掲

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ

外面 :マ メツ

縁部かな り歪み
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表18 SA-05出 土遺物観察表 (2)

No 出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎  土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 肉  面

第63図
259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

第64図
274

275

276

277

278

279

280

281

282

288

284

285

286

287

288

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA-05

SA 05

SA 05

SA-05

SA-05

SA 05

SA 05

SA 05

SA-05

SA 05

SA 05

SA-05

SA-05

SA 05

SA 05

SA 05

SA 05

SA-05

SA 05

SA-05

甕

甕

壷

重

壼

壼

小型丸底重

小型丸底童

対

小型丸底壷

浅鉢

高イ

高杯

高杯

高杯か

壷

壷

重

重

甕

養

甕

養

甕

甕

養

甕

養

養

養

192

147

191

164

158

119

118

3411～ 4∞

172

125

33

73

66

75

70

73

77

70～ 76

87

69

85

63

・ナデ

ハケ～工具ナデ

ナデーI具ナデ

エ兵ナデ

ナデ～工具ナデ

ミガキ

タテ半ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

ハケ

一
キ

キ

ガ

ガ

ミ

ミ

半

工具ナデ・ナデ

エ具ナデ

ハケ

ハケ～粗 ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハ ケ

エ具ナデ

エ兵ナデ

エ具ナデ

エ具ナデー
粗工具 ナデ

エ兵 ナデ

エ具 ナデ

エ具ナデー
粗工具ナデ

エ具ナデ

ハケ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ナデ～工具ナデ

エ具ナデ

ハケーミガキ
～工具ナデ

I具ナデ～ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ～ナデ

エ具ナデ

ハケ～ナデ

エ具ナデ

半ミガキ
エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

I具ナデ・ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ兵ナデ

ナデか

工具ナデ

エ具ナデ

微細砂少量

微細砂少量

微細砂やや多い

粗細砂多量

微細砂やや多い
赤褐色粒少量

粗細砂やや多い

赤褐色粒少量

微砂少量

良

良

微細砂やや多い

微砂微量
微
竃悪悪争い

角 閃 石 少 量

微細砂微量

微細砂徴量
白色粘土粒少量

響 籍 粋
を

微細砂 角閃石
微量、小礫少量

微細砂やや多い

粗細砂やや多い

微細砂
赤褐色粒少量

微細砂微量

微細
蛇爵甚象

い

細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

細砂多量

微細砂やや多い

粗細砂微量

粗細砂やや多い

微細砂やや多い

良

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

あまい

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

ややあまい

良

良

良

あまい

ややあまい

淡黄～暗茶褐

淡掲～暗茶褐

淡黄褐～茶褐

黄褐

暗緑灰～橙褐

桃褐～桃橙

淡灰褐～淡茶灰

淡褐～淡橙褐

淡黄褐 黒斑

淡灰自～褐灰

茶褐一淡黄褐
・黒斑

淡褐～淡橙褐

茶～茶褐

淡黄白～淡掲

淡橙黄

淡褐～淡黄灰
～桃橙・黒斑

暗茶褐～浜茶褐

淡橙褐～淡灰褐

淡栓黄～茶褐

橙掲～暗茶褐

淡褐～茶灰

茶褐～暗茶褐

淡黄～淡褐

淡
嘉馬鈴辞

黄

橙掲一淡褐

淡灰～淡橙黄

桃褐～褐灰

淡橙褐～淡黄掲

黄褐

桃褐～茶褐

淡黄灰～淡畢褐

暗茶灰

淡黄褐～茶橙

黄褐～淡橙白

灰褐～淡黄褐
黒斑

桃褐～淡黄褐

埼皇弩t::甘ItJ9｀

淡黄白～灰

淡黄自・黒斑

淡褐～淡灰褐

淡橙黄～黄褐
黒班

淡掲～黄褐

淡茶褐

淡褐

黄褐

淡橙～淡黄

淡橙責

淡黄白～淡橙白

淡責自

暗茶褐～茶褐

淡黒褐～淡灰黄

茶灰～茶褐

淡灰

橙掲～淡黄掲

暗仄～淡黒灰

淡灰～暗灰

淡茶灰～淡黄掲

茶灰

暗灰褐～淡黒灰

淡褐～淡橙

マ メツ

マ メツ

剥落

マメツ

外面 :マ メツ

内面 :マ メツ

内面 :か なり剥落
かなリイビツ

内面 :剥 落

外面 :かなり剥落
内面 :マ メツ

両面 :マ メツ
内面 :剥 落

内面 :オ コゲ

外面 :ややマメツ

両面

外面

内面

外面

内面 マメツ

両 面 :マ メ ツ

外 面 :マ メツ
内面 :オ コゲ

表19 SA-06出 土遺物観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 調 整

胎   土 焼 成
色 詞

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

SA-06

SA 06

発

小型九底壺

一　

一

一
　

一

一
　

一

半ミガキ～ナデ

半 ミ ガ キ ー

吾暑古ぞ二

半ミガキ

ハケ～工具ナデ

ν
石

榊
閃 少量角

微細砂少量

良好

良

淡褐

淡橙掲 ～僑

紅桃～桃褐

淡橙褐～淡褐

SA-07(第 66図) 調査区の中央やや東寄 り、06号住居の1.2m北に位置し08号住居を切る、 1辺

7.8～ 8.lmの隅丸方形のプランである。 1段 (10cm内外)低い中央部の長軸は3.6m。 短軸は3.2m

を測り、底面には厚さ 5 cm前後の貼 り床を施し、その上面には泥化炭化物が広がっている。主柱穴

は不明瞭であるが中央寄 りの直径20～ 31cm。 深さ57～ 65cmの小pitが最も深い。他は深さ20cm前後

のものが多く、補助的pitと 思われる。南東部には、深さ5～ 14cmの上坑状掘 り込みがある。

出土遺物は一様の器種がある (第 65・ 67図)が、完形品は303の対のみである。全般的に弥生時

代後期後半頃か。甕295の外面には赤色顔料が付着しているが、用途不明である。土器以外では、

鉄鏃 1本 (459)の ほか、石包丁 (694)、 磨製石鏃 (686)、 砥石 (710)が各 1点出上している。
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表20 SA-07出土遺物観察表

No 出 土 地 器 種

旦里法 整調
胎   土 焼  成

詞色
備  考

国径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  而

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

翻３。３　３０９　３‐０　凱　３‐２　３‐３　３．４　３‐５　３‐６　３‐７　３‐８　３‐９

SA-07

SA-07

SA 07

SA 07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA 07

SA 07

SA-07

SA 07

SA 07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA-07

SA 07

SA 07

S A 07

鉢

整

奏

奏

奏

奎

箋

甕

甕

壷

小型九底aE

小型九底壷

tt

i障

小型丸底壷

対

壼

甕

壷

高杯

蓋

蓋

菱

斐

奏

台付鉢

台付鉢

菱

台付鉢

２０５

・
　

・

・

２４４

一

３３７

３７０

２８０

‐１０

‐０７

‐０１

６８

９５

一

一

一

一

一

２９５

２５７

３２９

・

・

・

・

・
　

一

一

一

　

一

　

一

一

一

　

一

　

一

一

一

　

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

一

３〇

一

一

一

７４

７６

８‐

９０

朗

１００

‐２４
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ナデ～祖ハケ

I具ナデ
タタキ ナデ

ハケ

ナデ～I具ナデ

ナデ  ハケ

I具ナデ

ハケ～王具ナデ

ナデ～ハ ケ

エ具ナデー
半 ミガキ

半 ミガキ～
丁牢工具ナデ

ミガキ

エ具ナデ
～
「

寧 ジデ

丁寧工具ナデ

ハケ

エ具ナデ
ー半 ミガキ

エ具ナデーナデ
～■ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ エ具ナデ

エ具ナデ

王具ナデ

ナデ

ハケ

エ具ナデ

ハケ

丁寧王具ナデ

王具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

正具ナデ

エ具ナデ

T寧ナデーハケ

ナデ

I具ナデ～ナデ

丁寧ナデ

ハケーナデ

エ具ナデ

王具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

I兵 ナデ～ナデ

細砂少量

微細砂少量
角閃石微垂

細砂多量

iB砂少量

微砂少量

微砂少量

茶褐色粒少笠
粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

微細砂少三
角閃石やや多い

良

微砂少量

粗細砂微量

良

白色粘土地 微細
砂 茶褐色泣少量

微細砂
角閃石微量

微細砂少量

微砂微量

微細砂少量

微砂
茶褐色粒少量

粗細砂やや多い

鵡 誰

微砂多量
茶掲色粒少量

微細砂少量

微細砂やや多い

粗細砂少量

微細砂やや多い

微組砂少量
角閃石微量

粗細砂やや多い

粗細砂・

貞好

良

良

良

ややあまい

良好

ややあまし

ややあまい

あまい

ややあまい

ややあま�

ややあまい

あまい

あまい

良

ややあまい

良

良

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

良

ややあまい

良

良

ややあまい

良

茶褐 黒斑

淡掲～嗜仄掲

淡茶掲～淡黄褐

灰掲～淡黒灰

暗茶掲～淡茶褐

暗茶褐～暗褐

淡褐～淡茶掲

淡茶掲～淡橙黄

淡灰褐～灰掲

淡黄灰

茶灰～淡橙黄

淡橙黄～淡黄掲

淡褐～淡黄褐

淡黄褐～淡桃褐

淡黄褐一灰
黒斑

桂褐～黄褐

暗褐～嗜茶褐

茶橙一暗茶lal

淡桃橙～淡黄灰

淡褐～橙掲

橙褐～灰褐

淡黄褐～淡褐

淡黄灰～暗灰

淡茶褐～暗茶掲

淡灰～淡褐

淡灰～灰

淡黄掲～橙掲

黄褐～淡黄褐

淡黄褐～淡褐

淡黒灰

茶褐～暗茶掲

淡黄掲～淡灰褐

暗褐灰一暗褐

淡黒仄～茶掲

暗茶灰～暗掲

橙褐～淡黄
暗灰

淡橙黄

淡灰～淡黄仄

淡黄掲

暗灰褐～淡茶掲

暗緑灰～暗灰褐

淡黄～淡黄灰

淡黄～橙掲

暗灰～暗灰褐

淡が色掲

淡褐～褐

明茶～茶橙

淡茶灰～淡黄

茶橙～淡黄褐
黒斑

淡責灰～暗茶灰

桃褐～黄褐

淡灰褐

暗灰褐

淡黄灰～淡黄

淡灰～灰

橙褐～淡茶褐

淡黒灰

淡責褐

破損後被熱

タト面 一言FS i

赤紫色顔料

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

面而 :マ メツ

外而 :マ メツ

両面 :マ メツ

外面 :マ メツ

外面 :マ メツ

内面 :マ メツ

内面 :オ コゲ少量

内面 :オ コゲ

SA-03(第 66図)南 北断面により07号に切られたことは明らかであるが、旧状は推定困難である。

南側中央部は 1段 (10cm)下がり、貼 り床が施されている。柱穴は2基検出し、北狽1の柱穴が主柱

穴の 1つ となる可能性が高い。

出土遺物は少なく、若子の壷甕類が出上している (第 68図 )。 土器以外では鉄鏃もしくは刀子と

思われるもの (461)と 使用痕のある剥片 (700)が出土している。

SA-09(第 69図 ) 中央やや北東寄 りに位置した、 1辺7.6～ 8mの略隅九方形状を呈する。北一

表21 SA 08出土遺物観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備   考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

320

321

322

323

324

325

SA-08

SA-08

SA-08

SA 08

SA 08

SA-08

甕

壼

壺

甕

養

甕

(116)

(70)

87

工具ナデ

エ具ナデ

ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

工具ナデ

ハケ～I具ナデ

エ具ナデ

ハケ～正具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

細砂やや多ヤ

微細砂少量

微細砂やや多�

微細砂少量

微細砂少量

粗細砂やや多▼

Pやあまし

良

良

良

良

良

淡橙

暗掲灰～茶橙

茶橙～茶褐

黒灰

淡灰掲～淡黄掲

淡橙～淡黄褐

橙～淡黄

淡橙茶

褐～淡茶黄

茶掲～暗茶褐

灰褐～淡黒灰

灰褐～淡黄灰

外面 :マ メツ

―- 78 -一



①

α:淡黒灰色～灰色砂質土

Ⅳa':淡黄褐色粗細砂
1:淡黒灰色～暗灰褐色土

2:灰褐色～淡茶黄色砂質土

3al:灰褐色～淡茶褐色砂質土

第69図 SA-09 遺構実測図

3a2:淡灰褐色～灰褐色砂質土

a3:淡灰褐色十淡責褐色砂質土

3bl i 3a2と 同じ

b2:3a3+淡茶褐色砂質土

b3:3a2‐ 4 3bl

3b4:3b3+粗細砂

4:淡灰白色粘質上十淡茶褐色細砂 (貼 り床)

5:黒灰色炭泥+細砂

6:淡灰色十淡黄褐色粘質土

―- 79,80 -―
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SA-09 出土遺物実測図
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ヽ

Ｂ

ヽ

Ｉ
Ｂ
Ｂ

ヽ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ

1:淡茶掲色十淡灰褐色粘質微細砂
2a:淡灰褐色～黄褐色細砂
bi責褐色～掲色微細砂

3:淡灰褐色微砂
α:2b+3

東側の肩部には厚さ4～ 6 cmの 淡灰色粘

質土があり、壁面の板材痕である可能性

が高い。中央部は 1段 (10～ 20cm)下が

り、直径15～ 18cm。 深さ32cmの 小pitと

直径19～ 22cm・ 深さ36cmの 小pit 2基が

主柱穴と思われる。第 4層 は2次面の貼

り床で、 5～ 20cmの厚さがある。

出土遺物は小破片が多 く (第 70図 )、

弥生時代終末頃の時期としてとらえてい

る。土器以外では、台石が 1点 (718)

出上している。

SA-10(第 71図)調 査区南縁やや東

寄 りに位置 した、東西7.8mの隅丸方形

と推定されるプランの竪穴住居である。

貼 り床は認められなかったが、土坑状・

pi献掘 り込みがある。

出土遺物は全て破片で、壺・甕・高

不・蓋等がある (第 72図 )。 土器以外では、

器面調整具と推定される礫器 1点 (698)

がある。

SA-11(第 73図) 05号住居の2.2m東

に位置した竪穴住居で、北東部は13号住

居に切 られる。検出当初は隅九方形 と

思ったが、北西部と南西部の底面 (円形

部分は若千硬化している)の状況から少

なくとも初期の形態は円形で、直径5.8

～6.2mの住居であつたと思われる。西

の肩部には厚さ3 cmの 淡灰色土層があり、

壁板の痕跡と推定される。底面は、幅1。 1

～1。 4mの ベッド状遺構となり、内側は

1段 (15～ 20cm)落 ち、厚さ5 cm前後の

ていねいな貼 り床が施されている。周縁

4ヶ 所に主柱穴があり、うち3基はlm

前後の深さがある。

2Ⅲ

第71図 SA-10 遺構実測図
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表22 SA-09出土遺物観察表

表23 SA-10出土遺物観察表

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎  土 焼  成
調色

備  考
口径 底 径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

翔３２６　３２７　３２８　３２９　３３０　３３‐　３３２　３３３　３３４　３３５　３３６　３３７　３３８　３３９

344

346

353

SA-09

SA-09

SA 09

SA 09

SA-09

SA 09

SA 09

SA-09

SA 09

SA-09

SA-09

SA 09

S A 09

SA-09

SA-09

SA 09

SA-09

SA 09

SA 09

SA-09

SA 09

SA 09

SA 09

SA-09

SA-09

SA-09

SA-09

SA-09

甕

甕

養

高杯

菱

甕

甕

養

甕

壷

鉢か

養

菱

奏

蓋

対

増

小型丸底壷

14

オか

奏

高杯

養

奏

壺

壺

養

高年

305

142

89

86

一　

一　

一

43

40

45

92

76～ 78

84

96

工具ナデ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

ハケ～I具ナデ

エ具ナデ

ハケ

ハケ

粗ハケ

ハケ

ナデ～タタキ

丁寧工具ナデ

エ具ナデー
ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

半ミガキ

粗工具上デ

粗工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

ハケ I具ナデ

エ具ナデ

板 ナデ

ハ ケ

細かいハ ケ

ミガキ

ハケ～工具ナデ

半 ミガキ～
粗工具ナデ

I具ナデーナデ

エ具ナデ

ハケ～工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ
ー半 ミガキ

ミガキ
‐工 具 ナ デ

微細砂少量

粗細砂少量

微細砂少量

微孝田砂少量

粗細砂少量

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

細砂多量

粗細砂少量

微細砂少量

細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗綱砂
茶褐色粒少量
粗細砂微量
角閃石少量

微細砂微量

微細砂微量

赤褐色粒少量

微細砂微量

粗細砂やや多い

微砂少量

粗細砂少量

微細砂少畳

微細砂少量

微細砂少量

粗剥砂多量、茶掲
色粒 角閃石微量

角縄響幣宅易い
打響略常絶
微細砂微量

ややあまし

良

良

あまい

良

良

良

良

良

ややあまし

ややあまし

良

良

良

良好

良

ややあま▼

良好

ややあまし

良

良

ややあまヤ

良

良

良

ややあまヤ

良

良

茶橙～暗茶灰

淡灰掲～淡茶仄

淡掲

淡褐

淡茶黄～淡黄褐

灰褐～暗灰褐

暗掲～暗褐灰

黄褐～灰褐

暗茶灰

淡橙褐～橙

桃掲～浜黄褐
～茶灰

暗灰 淡栓褐
～暗褐

暗茶掲～淡黄褐

暗茶褐～暗茶灰

淡茶褐～黄褐

暗褐

淡橙黄～淡黄白
黒斑

暗茶褐～暗褐

淡黄褐～茶橙
～暗灰掲

淡橙～淡褐

淡黄褐～灰褐

淡褐～橙黄

黒斑 橙黄

橙褐～茶灰

茶褐～淡黄褐

栓掲～淡黄褐

淡黄灰～淡黄褐

淡褐～淡灰褐

黄掲

淡褐灰～淡褐

暗灰～淡茶灰

黄掲～暗茶掲

淡黄褐～淡橙黄

橙褐～黄褐

淡橙～黄褐

淡褐～淡黄
～淡灰

褐～黄褐

橙黄～淡褐

暗茶褐

暗灰 淡茶褐
一淡黄褐

淡褐

淡褐一褐灰

暗茶褐～淡黒褐

暗紅茶

淡橙褐

暗茶掲～淡灰掲

橙黄～淡褐

淡橙褐～淡褐

淡黄

橙～橙褐

橙褐

淡橙褐

灰褐～淡黒褐

淡褐

淡褐

淡褐～淡仄褐

外面 :マ メ ツ
内面 :オ コゲ

内面 :かなり剥落

外面 マ メ ノ

外面 :

内面 :

両面 :

マ メ

マ メ

マ メ

ツ

ノ

内面 :器面 か な
り剥 落

内面 :器面 か な
り剥 落

内面 :マ メツ

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

354

355

356

857

358

359

860

361

362

363

364

365

366

367

368

369

870

371

SA 10

SA 10

SA■ 0

SA-10

SA 10

SA 10

SA 10

SA-10

SA 10

SA 10

SA 10

SA 10

SA 10

SA-10

SA 10

SA 10

SA 10

SA-10

発

甕

菱

菱

甕

奏

壷

壼

壷

鉢

高lTN

長頸重

高杯

甕

長頸壷

高年か

甕
　
働

一

２５８

・

・

３２０

２９６

‐‐０

‐２３

‐６４

‐７５

一

７２

‐９８

二

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

３００

．

２７３

９３

３８８

粗工具ナデ

エ具 ナデ

ナデ

ハ ケ

ハケー
粗工具ナデ

ハケ～I具ナデ

ハケ

ハケ～粗ハケ

エ具ナデ

粗 ミガキ

ヨコハケ～
丁寧工具ナデ

エ具 ナデ
(半 ケズ リ)

タテ半ミガキ
～ヨコエ具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

ハケ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

ハケ～
F■工具ナデ

ハケ～I具ナデ

ハケ～工具ナデ

強いハケ
ーエ具ナデ

丁寧 ミガキ

ハケ～
丁寧工具ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

ミガキ

粗細砂少量

微砂少量

微砂少量

細砂やや多い

粗細砂やや多い

微細砂少量

微細砂少量
粗細砂 やや多い

麟
微細粒少量

粗細砂少量

細砂微量

良

粗細砂少量
自色粘土粒微量

微細砂
自色粘土粒少量

良

微細砂多量

粗細砂やや多い

微細砂少量

良

貞

貞

良好

ややあまし

良

良

ややあまヤ

良

ややあまヤ

良

良

あまい

ややあま,

良

ややあまヽ

ややあま,

良

淡黄～淡灰黄

暗茶褐

淡茶灰～淡橙

暗茶掲～暗灰褐

橙褐～淡黄褐

淡澄掲～淡茶褐

暗橙掲～暗茶褐

淡橙責

淡黄灰～淡黄掲

1央橙褐一淡黄

淡責褐

黄褐～淡褐

黄褐

橙黄～淡黄掲

淡褐～淡黄褐

淡灰黄～淡黄褐

橙～淡黄

暗茶褐～茶褐

淡橙黄～暗灰

淡茶掲～淡灰掲

淡灰黄～黄褐

暗灰褐～灰褐

淡黄掲～淡灰白

淡橙掲～掲

暗茶

淡責～橙褐

淡橙黄～淡灰

淡灰褐～淡橙

淡黒灰～淡黄灰

淡褐

黄褐～淡灰褐

淡黄

淡橙

暗緑灰～橙黄

淡灰掲～暗灰

紅茶～暗灰掲

マ メツ

マメツ

マメツ

ややマメツ

マ メツ

ややマメツ

内面

輌
輌
　
雨
揃

両 面

両面 :マ メツ

外面 :マ メツ

内面 :マ メツ
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ド
＝
卜
＝
魅

α:淡灰色土  la:淡茶灰色～淡茶黄色粘質微砂
b:la十淡黒灰色粘質微砂

2:淡黒灰色微砂 (やや粘質)

A

3:黒色炭泥
4:淡灰白色粘質微砂 (貼 り床)

(上 下 5 mm位 に橙褐色酸化鉄)

5:lbと 同じ

1:laと 同じ

2:la+Ⅳ層塊 (貼 り床)

SA-11 遺構実測図
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出土遺物は少なく (第 74図 )、 全て破片である。372の 弥生土器は混入であり、380。 381等から弥

生時代終末頃の遺構と推定される。土器以外では、磨製石鏃 1点 (685)と 台石 (722)が出土して

いる。

SA-12(第 75図) 11号住居の南西部に隣接した、直径5.7～ 6mの 円形基調のプランである。当

初は直径 4m弱のものとして検出し、 2段 目の穴は深かつたために別遺構と推定した。航空写真終

了後、さらにサブトレンチを入れたところ、北と西で確実な壁を認定した。このため、南北方向の

トレンチは中心よりも東寄 りにズレている。中央土坑は、貼 り床 (第 7層 )上面 。2次面 (第 5層

374

拘

＝

Ｗ

ｍＣ

Ｔ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

昨

田

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｌ

注 83
出土遺物実測図

―
―島肛√ T

畔
呟」

第74図  SA-11
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｀｀
A′

淡茶灰色十淡黄灰色粘質微砂

灰褐色十淡責灰色粘質微砂

淡黒灰色炭泥+la
淡茶灰色十淡黄褐色粘質微砂

淡茶灰色粘質微砂

2a十 淡灰色細砂

淡灰色細砂+2a
淡灰色粘質土 (混微細砂 )

(上下に 3 mm位 の酸化鉄)

淡灰白色粘質土+淡茶褐色微砂 (2次面)

:同上

-235.80M

6:淡黒灰色～暗仄色炭泥
7:淡灰白色粘質土 (貼 り床)

(上下に 3 mm位 の酸化鉄)

8:淡茶仄色～灰褐色粘質微砂
9:茶灰色粘質微砂

3a
b

4

5al
b

0           1           2           3m

第75図 SA-12 遺構実測図
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上面)・ 3次面 (第 4層上面)を炉に使用 しており、数次の使用を見越して深く掘削されたと推定

される。 2段 目の肩部の、深さ94cmと lmの小柱穴 2基が主柱穴である。南肩から北へ86cmの所で

厚さ2 cmの 淡灰白色粘質土があり、壁板の痕跡と推定される。

ガ
廃

(里
"

398

0                   10 cm

フ
ーー
略

第76図 SA-12 出土遺物実測図
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No 出 土 地 器  極
法 量 (mm) 整詞

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

372

373

374

375

376

377

378

379

880

381

382

383

384

385

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

甕

甕か

奎

養

奏

壷

小型九底壷

小型九底壺

高郭

蓋か

甕

対

菱

一

一

一

２９９

一

３６９

‐４５

‐‐７

一

一

一

一

一

一

144

82

85

丁寧工具ナデ

ミガキか

ハケ～
粗工具ナデ

粗工具ナデ

半 ミガキ
(ヨ コハケ )

工具ナデ

ミガキ

丁寧 ナデ

エ具ナデ

粗工具 ナデ

エ具ナデ

ガ キ

I具ナデ～ハケ

半ミガキ

ヨコハケー
エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ～ナデ

エ呉ナデ

ハケ

丁寧ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

子曇i≧訴

角 閃 石少 量

鯵 分驚
微砂

角閑石少量

猪調客義岳群
茶 傷 色粒イ/it,

微 細砂  赤 褐
色粒 や や 多い

微 lM砂

白色粘土粒少量

粗細砂多豊、赤
褐色粒やや多い

微 砂 少 量
角 閃石微 量

微 細砂
粗砂 少 量

微細砂微量

微細砂少量

粗細砂多量

粗細砂少量

粗細砂多量

良

あまい

ややあまヤ

良

良

ややあまし

ややあま▼

良

あまい

良

ややあま,

良

ややあまヽ

良

暗掲灰～暗茶褐

淡黒褐～暗灰褐

淡黄灰～灰褐

淡黒掲～暗茶掲

淡桃掲一暗茶褐

橙褐 ～茶灰

橙褐～橙

暗茶褐 ～掲

黄褐～淡茶褐
黒班

茶～茶褐

茶掲～暗茶褐

淡机黄～淡黄灰

橙黄～黄褐
黒班

淡橙茶～暗黄褐

橙黄～淡茶灰

淡灰～淡黄

淡黄灰～
i炎 黄褐

黒褐～暗茶

淡桃掲～灰褐

橙褐～淡黄褐

淡橙黄～黄掲

暗茶褐～淡橙芥

淡橙茶一茶褐

茶～茶褐

暗灰掲～灰褐

暗灰掲～淡黒灰

淡茶褐～淡灰

暗茶掲～暗灰掲

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

被熱

内面 :オ コゲ微量

外面 :マ メツ

内面 :オ コゲ少量

両面
内面

両面

外面 マメツ

ツ
タ
　
ツ

メ

コ
　
メ

マ
オ
　
マ

表24 SA-11出土遺物観察表

茅こ25 SA-12出土遺物観察表

出土遺物は少なく (第 76図 )、 全て破片である。弥生時代終末頃の遺構と推定される。土器以外

では、磨製石鏃未製品 (689)と 砥石 (709)が出土している。

SA-13(第 77図) ll号住居の北東部を切る、 1辺 5～ 7.lmの 不整隅丸長方形を呈する。遺構面

はⅣ C層上面で、中央部の 1段低い底面と貼 り床 (第 4層 )上面には泥化炭化物層がある。住居内

がかなり埋没してから多くの土坑に撹乱されているようで、床面は凹凸が激しい。主柱穴は、深さ

40～ 70cmの小pit 4基 と思われる。

出土遺物は少なく (第 78図 )、 401～ 405の弥生土器は混入であり、他も全て破片である。土器以

外では、磨製石鏃未製品 (688・ 690)と砥石 (708)・ 台石 (719)が出上している。時期比定は困

難であるが弥生時代後期後半頃か。

SA-14(第 79図)04号 の南東隅に隣接する位置で、06号溝清掃時に微妙な土質の違いに気付き

検出した、 1辺3.6～ 3.8mの 隅丸方形を呈する竪穴住居である。貼 り床および初期の炉跡は無いが、

出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備   考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

第わ 凶
386

387

388

889

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

甕

奏

甕

重

小型丸底壷

甕

鉢

小型丸底壷

手捏ね姑

台付鉢

奏

奏

甕

重

２６５

‐０４

一

‐８５

・‐４

‐０９

・

一

８２

一
　

一

一

一

一
　

一

一

一

一

一

一

　

一

　

一

一

一

　

一

５３

８４

８６

６２

一

工具ナデ

ハケ～工具ナデ

ヨヨハケ

エ具ナデ

I具ナデ～ナデ

エ具ナデ

タタキ

エ具ナデ

半ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

工具ナデ

丁寧工具ナデ
ー粗工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ～工具ナデ

粗細砂多量

粗細砂微量

粗細砂やや多い

徴細砂多量、粗
細 角閃石少量

粗細砂少量

微細砂
小礫微量

徴細砂やや多い
角閃石少量

粗細砂やや多い
角閃石少量

良

良

粗細砂少量

粗細砂少量
小礫微量

粗細砂やや多い

粗砂
小礫やや多い

粗細砂やや多い

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

あまい

良

史

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

淡橙茶 黒斑

淡橙掲～淡灰掲

淡黄灰～掲灰

黄褐～茶灰

淡茶掲

暗茶掲～淡黒褐

茶掲～淡黄褐

淡茶灰～淡黄褐

淡橙～淡褐

淡橙～淡黄灰

橙掲～暗灰

淡褐一淡橙茶

淡黄掲～淡栓褐

淡灰白～暗灰褐

暗仄褐～淡橙黄

淡掲

淡褐～淡黄褐

灰褐～暗橙褐

淡黄～淡橙

茶褐～暗茶褐

暗掲～暗茶

暗灰褐～淡灰

暗茶掲～
i炎 橙黄

黒斑

淡褐 灰褐
～淡灰

淡黒灰

淡灰 白～灰

暗茶掲 ～褐

淡灰掲～淡褐

茶灰～淡灰白

淡灰掲～淡橙掲

内面 :マ メツ

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

外面 :マ メッ
赤色顔料微量

外面 :マ メツ

内面 :オ コゲ少量

外面 :マ メツ
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表26 SA-13出土遺物観察表

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底 径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

壷

壷

奏

高ITN

奏

甕

重

甕

甕

壷

甕

重

III

汁

小型丸底壷

増

高杯

不明

奏

甕

一

一

２７８

一

２５‐

一

　

一

一

‐１４

‐５２

一

出

２０７

一

一

一

一

６９

一

一

一

５９

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

二

　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

　

２ ５ ５

　

９ ‐

　

一

工臭ナデ

ナデ

ナデ

ミガキーハケ

ハケ～工具ナデ

粗工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

ハケ～
粗工具ナデ
ヨコハケ

ー タテハケ

半 ミガキ

エ具 ナデ

エ具ナデ

ハケ

半 ミガキ
～正具ナデ
ヨコハケ

～工具ナデ

エ具 ナデ

ヨコハケ

粗工兵ナデ

エ具ナデ

ハケ

丁寧工具ナデ

ナデ

丁寧工具ナデ

ナデ

ミガキ～ナデ

エ具ナデ

ハケ～工具ナデ

粗工具ナデ

ヨコハケ

半 ミガキ～

「
寧工具ナデ

丁寧工具ナデ～
ナデーエ具ナデ

ナデ

ナデ

T寧工具ナデー
ナデーエ具ナデ

半 ミガキ
エ具ナデ

ヨコハケ

ハケ

傲 ψ
角 閃石微 量

微 砂 ‐

黒色粒微 量

微細砂少量

良

微砂やや多い
角閃石少量

微細砂少量

粗細砂多量

微細砂やや多い
角閃石微量

微細砂
赤褐色粒少量

微細砂
赤褐色粒少量

微細砂少量

良

粗細砂
茶褐色粒少量

粗細砂少畳
角閃石微量

良

微細砂
自色粘土粒微量

鼈驚う予艶 :

茶 褐 色 粒 少 量

茶褐色粒少量

微細砂少量

粗細砂多量

微細砂少量

睡

良好

良好

良好

良好

ややあまし

良

ややあまし

ややあまヤ

良

良

ややあまヤ

ややあまし

ややあまセ

良好

ややあま�

あましゝ

ややあまヤ

ややあまし

良

良好

良

良

淡褐

淡褐

淡黄灰～淡橙褐

淡責～淡褐

茶褐～暗緑褐

暗掲～茶橙

黄褐～淡褐

茶褐～暗茶褐

橙黄

淡茶褐 黒斑

暗灰褐

淡灰責

茶褐～暗茶褐

茶一淡茶褐
黒斑

淡仄白～淡澄褐

黄褐

責褐～橙褐

淡橙責・黒斑

淡黄褐～黄褐

褐～茶褐

淡黄灰～暗灰

暗褐～灰褐

淡褐

浜黄灰

淡灰自 黒斑

淡黄灰～淡褐

暗緑灰～橙褐

茶褐～暗茶褐

灰～暗灰

IIB/茶 掲
淡褐～淡灰褐

暗橙褐

淡黄灰一灰

茶灰～淡栓茶

淡灰黄～淡橙褐

橙黄～橙褐

淡橙茶

淡黄褐

淡褐

暗灰褐～淡橙掲

淡黄灰～暗灰

灰～淡黒灰

淡褐～茶褐

淡灰～暗灰

淡褐

外面 :丹塗 り
(暗 紅褐～茶褐 )

両面 :マ メツ

内面 :マ メツ

内面 :少 しマメツ

両面 :マ メツ

内面 :ややマメツ

内面 :マ メツ

内面 :マ メツ

内面 :マ メツ

5boC・ 7層上面を2次面とした泥化炭化物を検出した。主柱穴と言えるものは無いが、浅い小

p■ 5基 を確認した。

出土遺物は少ないが (第 80。 81図 )、 壺 1点 (423)と 甕 1点 (424)がほぼ完形に復元できた。427

の高郭の外面には化粧粘上が施され、搬入品と考えられる。当遺構は、弥生時代終末頃と推定され

る。

SA-15(第82図)調 査区の中央やや西寄 りに位置した、 1辺 7.1～ 8.6mの 方形を基調とする間

仕切 り住居である。 2段目は、長さ6.6m。 幅5。 9mの隅九長方形を呈 し、中央には長径1.8m。 短

径1.4mの楕円形を呈する土坑がある。その底面には泥化炭化物が広がっていた。主柱穴は深さ64

～85cmの小pit 4基で、中央やや北寄 りに位置する。中央土坑周辺の底面には、厚さ 1～ 2 cmの 貼

り床が施されている。

出土遺物は少なく (第88図-435～ 437)、 時期比定は困難である。

SA-16(第83図)調 査区南縁東寄 りで南壁沿いに深掘坑を設定して掘 り下げた時に検出した、

直径6,3～ 6.4mと 推定される略円形の竪穴住居である。中央部は貼 り床 (第 7層 )上面のほか

2面 (2次面 。3次面)の泥化炭化物層が認められた。柱穴は未確認である。

出土遺物は少なく、図化できたのも2点 (438・ 439)の みである。土器以外では、砥石が 2点 (705。

711)出上している。

SA-17(第 84図) 調査区の西端中央部に位置した、長径4。 14m・ 短径3.6m程の楕円形住居であ

る。西～南にかけては、幅30～ 90cmのベッド状遺構があり、中心部は貼 り床 (第 5。 6層 )が施さ
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1:淡茶灰色～淡茶褐色粘質微砂

2:淡黒灰色炭泥十淡茶灰色粘質土

3a:2と 同じ

b:黒色炭泥

4:淡灰白色微砂質粘土 (貼 り床)

(上下 3 Hullに 茶褐色酸化鉄)

5:1+淡 黄褐色粘質上

6:黒灰色炭泥

7:黄褐色粘質土 (貼 り床)

8:5と 同じ

9:8+Ⅳ c

1:暗灰褐色～淡黄灰色粘質微砂

2:暗灰褐色～淡黒灰色粘質微秒

第77図  SA-13 遺構実測図
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No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

抑４２３期４２４　４２５　４２６　４２７　４２８　４２９　４３０　４３‐　４３２　４３３　４３４

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA 14

SA― 曇 IS

壷

甕

壺

部

訪

甕

壷

壷

壷

甕

姿

甕

123

257～265

135

257

149

102

136

63

85

87

369

253

ハケー
粗工具ナデ

エ具 ナデ

エ兵ナデ

半ミガキ～ハケ

ハケ～ ミガキ
ー半ミガキ

ナデ～ハケ

ナデ～
タテエ具ナデ

半 ミガキ～
工具ナデ

半 ミガキ

エ具 ナデ

エ具 ナデ

ハケ

ナデ～I具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

半 ミガキ

ハケ～工具ナデ

ハケ～工具ナデ

ナデ～工具ナデ

エ具ナデーナデ

I具ナデ～ナデ

ナデ

ハ ケ

微細砂少量

粗細砂多量

微細砂少量

粗細砂・
茶褐色粒微 量

微細砂少量

粗細砂・
赤褐色粒少量

粗
勒路朝撃蟄

ヤ`

粗細砂少量

粗細砂少量、小
礫 角閃石徴量

粗細砂少量

粗細砂微量

角閃石微量

ややあまし

ややあまし

ややあまし

ややあまし

ややあまし

良

ややあまし

良

良

良

良

良

淡責褐～淡橙揚

橙褐～淡黄掲

淡黄灰一
淡黄褐 黒班

茶灰～淡黄灰

淡褐～淡茶橙

淡黄褐一
淡黄灰 黒斑

淡橙～淡黄褐
黒班

淡灰褐～淡褐

淡褐～淡責褐

淡桃黄～灰褐
黒斑

淡黄褐～

淡茶灰 黒斑

淡茶灰～暗褐

淡黄褐～淡掲

淡黄掲～暗茶灰

淡黄灰～
淡黄褐 黒斑

灰～淡灰 黒班

暗灰～淡黒灰

淡橙～淡橙黄

橙掲～淡黄

茶栓～淡黄褐

淡褐～淡責褐

淡褐～淡黄褐

淡黄褐～暗灰

仄褐～淡橙褐

両面 :マ メツ

杯内面以外は1-
31mの 化粧粘上

内面 :ややマメツ

表27 SA-14出 土遺物観察表

れる。泥化炭化物 (第 4層 )の上下には厚さ511m前後の酸化鉄が集積しており、上下が床面として

機能したと推定される。

出土遺物は少なく、図化できたのは 2点 (440。 441)のみである。

SA-18(第85図) 調査区の南西寄 りに位置した、 1辺 5。 2～ 6.8mの方形を基調とする間仕切 り

住居として検出した。南西寄りには深さ5～ 10cmの 上坑があり、西壁面にのみ貼 り床が施されている。

出土遺物は少なく、442の壺形土器片のみ図化できた。

SA-19(第 86図)調 査区の西南部に位置する。当初は、直径1.5m程の土坑として検出して掘 り

下げた結果、泥化炭化物と貼 り床を確認した。そこで急速サブトレンチを設定し、竪穴住居として

のプランを検出した。本来は直径 6m程の円形プランであったかもしれないが、東半分は隅丸方形

を確認して調査 した。中央部は直径3.14～ 3.5mの不整円形に掘 り下げられ、法面で深さ44～ 90cm

の主柱穴 4基を確認した。

出土遺物は少なく、 2点 (第 89図 -443・ 444)のみ図化できた。土器以外では、器面調整具と推

定される石器 1点 (699)が出上した。

SA…20(第 87図)18号 住居の 2m西に位置する。当初は、沖積層の堆積状況の把握のために遺

構が無いと思われた範囲に深掘坑を設定して掘 り下げた結果、 2ケ 所 (20・ 21号住居)の炉跡を確

認 した。そこでサブ トレンチを設定し、検出面まで周辺を掘 り下げて遺構検出をした結果、長径

8m・ 短径 6mの不整精円形の間仕切 り住居と推定した。ベッド状遺構は極めて不整形で、中央土

坑は北西部に片寄り、底面と2・ 3次面上面には泥化炭化物が堆積 している。主柱穴は明瞭でなく、

南西部には土坑を伴う。

出土遺物は少なく (第89図 )月 破ヽ片である。

SA-21(第 90図) 20号住居の西に隣接 した、 1辺 5。 7～ 6mの隅九方形状を呈する竪穴住居で、

中央南寄りに長さ3.2m・ 幅2。 lmの 隅丸長方形の上坑を有する。底面北半部には厚さ1～ 2 cmの貼

り床の上に泥化炭化物が認められた。主柱穴は不明である。他の住居の構築 (土坑は中央に構築す

るという規則的なこと)状況から観ると、南側は掘 り足らなかった可能性もある。
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la:灰褐色+黄褐色～橙褐色砂質上

b:淡黄灰色～橙褐色十灰褐色砂質土

2:淡灰褐色～黄褐色砂質上

SA-15 遺構実測図

3a:淡茶灰色～淡黄褐色砂質土

b:淡褐色+淡灰色微砂

4:3+淡 黒灰色微砂質上

5:灰褐色～暗灰褐色粘質微砂

6:黒色炭泥

7:淡灰白色+黄褐色粘上 (貼 り床)

(上 面に 3～ 5 Hlllの 酸化鉄)

8:淡灰色～暗褐色粗細秒

α :暗灰色微砂質土

第82図
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Ⅳa':淡黄褐色微細砂
V :暗灰色粘質微砂

0          1          2Ⅲ

第83図 6 遺構実測図

|

第34図 SA… 17 遺構実測図

暗茶灰色～灰褐色微砂質土

laと 同じ

淡黄色～淡黄灰色微砂質土

2a十 茶灰色微砂質土

la十淡責褐色微砂質土

淡責褐色～淡茶褐色粘質微砂

:2bと |「
llじ

:暗灰褐色十淡茶褐色微砂質土

:3と 同じ
:暗灰色～淡黒灰色炭泥と淡黄白色十責褐色

粘質土 (貼 り床)の互層
:淡灰褐色十淡黄褐色粘質微砂

3

4

5

6

7

Ｓ Ａ］
‐

ｍ

ｒ

ＩＩ

酬

田

Ｌ

ｒ

Ｈ

ＩＩ

酬

Ｌ

1:灰褐色十茶褐色微砂質土

2:1と Ⅳc

3:Ⅳ c+1
4:淡黒灰色炭泥+責灰色微砂

5:Ⅳ C十淡灰褐色微砂質土

6:淡灰白色粘質土 (貼 り床、上下 5 nlnに 酸化鉄)

陥
　
一
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別 おOM

2bと 同じ
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la:灰褐色～責褐色微細砂質土
b:灰褐色+黄褐色微細砂質土
c:淡黒灰色炭泥十淡黄褐色微細砂

2 :暗茶褐色～灰褐色粗細砂質土

3a:淡黄褐色十淡茶褐色微細砂質土
b:淡黄仄色+黄掲色微細砂質土

4 :淡責褐色微細砂質土十黒灰色炭泥
5a:同上

b:同上

淡灰白色粘上十黄褐色微砂質土 (貼 り床)

淡灰色粘質上十淡黄褐色微砂質土

laと 同じ

lcと 同じ

0            1            2 3m

第85図  SA-18 遣構実測図
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la:淡黄褐色～灰褐色微細砂質土

b:淡黄褐色+灰褐色微細砂質上

c:茶灰色十淡茶褐色微砂

2:黄褐色十淡茶灰色微砂質上

3:炭十灰褐色微4「I砂

4a:淡黄褐色十淡茶灰色微細砂質土

b:淡黄褐色十淡茶褐色微細砂質土

c:2と 同じ

d: 4ュ にだET以

5a:黒色炭泥十茶灰色微砂質土

b:淡茶灰色微細秒質土

6:淡灰白色粘質細砂 (貼 り床)+橙褐色酸化鉄

第86図  SA-19 遺構実測図
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第89図  SA-19・ 20 出土遺物実測図
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表28 SA-15。 16出土遺物観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

435

436

437

438

439

SA

SA

SA

SA

SA

15

15

15

16

16

蓋

対

小型丸底壷

小型丸底壷

養

83

87

80

55～ 60

64× 68

85

109

粗工具ナデ

ミガキ～
工具ナデ

ナデー ミガキ
～工具ナデ

エ具ナデ

工具ナデ

エ具チデー半ミガ
キ～粗工具ナデ

エ具ナデ

粗細砂多量

微細砂少量

粗砂微量

微砂微量

粗細砂やや多い

良

ややあまし

あまい

ややあま�

良

淡橙褐～暗茶褐

茶褐～
淡橙褐 黒斑

淡橙掲～浜黄灰

淡橙褐～淡黄

黄褐～淡桃橙

暗茶褐～暗仄

橙茶～暗灰掲

橙褐～淡橙褐

淡褐～淡責

暗灰褐

両面 :マ メツ

両面 :マ メツ
傾 きは不明確

外面 :マ メツ
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1

2a
b

d

黄褐色十淡灰褐色微細砂質土

淡茶灰色+黄褐色微細砂質土

2aと 同じ、微砂質土

同上、微細砂質土

灰褐色微砂質二十2a

2e:茶灰色～淡黄褐色微砂質土
f:淡黄褐色十淡黄灰色粗砂質土
g:暗茶灰色～責褐色粘質微砂十暗灰色粗細砂

3a:茶灰色十淡茶褐色微細砂質土
b:淡茶褐色十淡責褐色微砂質土

5:灰褐色十淡黄褐色微砂質土
6:Ⅳ c十淡灰褐色微砂質土

第90図 SA-21 遺構実測図
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第91図 SA-21 出土遺物実測図

表29 SA-17～ 21出土遺物観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

ａ４４２鞠
444

445

翔４５３

SA■7

SA 17

SA 18

SA 19

SA-19

SA 20

SA-20

SA-20

SA-20

SA-20

SA-20

SA 20

SA-20

SA-21

SA 21

SA-21

SA-21

長頭重

対

鉢

養

甕

養

壷

壷

蓋か

蓋

養

甕

養

壼

養

９８

一

一

一

一

２‐６

一

２２７

‐３８

一

一

一

一

２‐７

２７７

一

　

一

一
　

７２

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

２２３

　

一
　

‐・６

　

一　

　

一　

　

一
　

７５

ナデ～半ミガキ

ナデ

粗工具ナデ

丁寧ハケ

ハケ～
工具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

ニ具ナデ

エ具ナデ
～ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

半ミガキ

エ具ナデ

ハケーナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

丁寧ハケ

ハケー
粗工具ナデ

ハケ

ナデ

丁寧工具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ
ーハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

慈 育

工 具 ナ デ

良

粗細砂やや多い
赤褐色粒少量

粗細砂少量

精良

粗細砂多量

粗細砂微量

微砂やや多い
粗砂少量

粗細砂やや多い

微細砂
角閃石少量

良

微細砂少畳

微細砂少量

角閃石・
小礫少量

盤移絵畳
細砂多量

良

微細砂やや多い

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

あまい

良

ややあまい

良

あまい

良

良

良好

ややあまい

ややあまい

あまい

良

淡褐～栓褐

責褐一茶褐
～淡黄灰

淡褐・黒斑

茶灰・黒斑

淡茶褐～橙黄

茶褐～暗茶褐

茶褐～暗茶褐

黄褐～
暗責褐・黒斑

淡橙黄

淡橙茶～淡黄褐

淡褐～灰褐

灰～暗灰掲

茶褐～淡茶褐

橙桃～暗茶褐

灰～淡橙

淡黄仄～橙

褐～淡黄褐

淡褐

褐灰～淡褐

淡黒褐

淡灰褐

暗茶灰～
淡橙茶 黒斑

茶橙～暗茶掲

茶褐～淡橙褐

責褐～
淡黄・淡褐

淡褐～暗灰

淡褐～淡灰褐

褐～暗灰

淡灰～暗茶褐

淡橙褐～淡茶褐

暗茶褐～淡黒掲

淡黄褐

淡褐

外面 :剥 落

両面 :マ メツ

両面 :ややマメツ

内面 :マ メツ

両面 :マ メツ

外面 :ややマメツ

外面 :マ メツ

外面 :マメツ

ov e開
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0                  10 cm

第92図 調査区出土鉄器実測図

O

表30 調査区出土鉄器観察表

No 出 土 地 器 種
法 量 (mm)

長 さ 幅 厚 さ

舅子υZ確判

457

458

459

460

461

462

V区 Ⅲb'層

SA-04

SA-07

SA-02

SA-08

SA-03

鉄鏃

鉄鏃

鉄鏃

鉄鏃

刀子か

刀子 か

41

36

62

118

109

42

17

19

19

39

14

10

3

5

2

4

5

2
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出土遺物は少なく (第 91図 )、 小破片である。

SD-09(第 90図 ) 21号住居調査時に検出した、内径9.3m。 幅1.37～ 1.89m。 深さ33～ 45cmの弧

状の溝状遺構である。西側の覆土は深掘坑 4のⅣd層 と同質であるが、東側20号住居の北～東部に

なるとⅣ層との区別が困難になり、18号住居内では検出できない (収束するかもしれない)。 覆土

には砂礫層を含まず、人為的遺構としてとらえている。

土坑は大小様々であるが、すべてⅣ a層上面で検出した。機能的には殆どが不用物廃棄坑と思われ、

54号土坑のみはその形態から土壌墓であろうと推定している。以下、明瞭な不要物廃棄土坑から述

べる。

SK…28(第 93図)調 査区の北東縁に位置した、長径76cm・ 短径54cmの精円形を呈する小型の上

坑で、最深部は24cmを測る。覆土は単純 l層 で、中位～上位にかけて土器片が密に集積している。

出土遺物は奏の破片が多い (第 94・ 95図)が、完形品は壷形土器 1点 (472)の みである。464の

甕の胴部には、タタキ痕が部分的に残っている。弥生時代後期後半～終末にかけての土坑である。

SK-29(第96図)調 査区の南東縁、10号住居の東 4mに位置 した、長径73cm・ 短径66cmの楕円

形を呈する小型土坑である。深さは36cmを測り、遺物の殆どは上層に集積 している。

出土遺物は全て破片で (第 97図 )、 甕が多い。

SK-39(第 98図 )07号 住居の東4。 5m、 06・ 05,11・ 13・ 14・ 04号住居で囲んだ中央付近に位置

した、長径145cm・ 短径79cmの不整楕円形を呈する中型土坑である。深さは、34～ 40cmを測る。出

土遺物は 1・ 3～ 4層 に集中し (第 99～ 102図 )、 完形の甕 2点 (494・ 495)を 含む甕が主体である。

窪
一
Φ
。い
∞
［

第93図 SK-28 遺構実測図
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1:淡黒灰色～暗灰掲色土
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表31 SK 28出土遺物観察表 (1)

No 出 土 地 器  種
法 量 (m) 整調

胎   土 焼  成
詞色

備  考
日径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

第94図
463

464

465

466

467

SK-28
中一 下層

SK-28
上～ 下唇

SK 28上層

SK-28
上～ ド層
SK-28

甕

養

甕

変

奏

228-236

247

246

325

208

７ ７

　

　

一
　

　

一
　

　

一　

　

８ ３

２７４

　

一　

　

一　

　

一
　

‐８９

工具ナデ

ナデ～粗ハケ～
タタキ→I具ナデ

エ具ナデ

ナデ～工具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ～丁寧
I具ナデ ナデ

エ具ナデ

ヨコハケ

エ具ナデ

徴細砂やや多ヤ
粗砂少量

粗細砂やや多セ

粗細砂少量

粗細砂多量

粗細砂やや多セ

良

良好

良

ややあまし

良

淡黄褐～桃褐

淡橙褐～
淡灰黄 黒斑

淡茶掲～灰褐

橙 ～橙黄

淡責褐～

責掲～橙掲

茶掲～暗茶褐

褐～暗褐灰

淡褐～淡橙褐

淡黄褐～淡黄灰

やや変形

内面 :マ メツ

やや変形

ぐ

ヽ
、 _ t____

ミ
=業
≡こ

ベ

10cm

第95図  SK-28 出土遺物実測図 (2)
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表32 SK-28出 土遺物観察表 (2)

No
O(

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 調 整

胎   土 焼  成
色 調

備  考
口径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

押４６８麹４６９

中～下層

SK 28中層

SK-28上層

SK 28下層

奏

甕

甕

甕

273

250

74´-78

ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

ハケ

エ具ナデ

ハケ

エ具ナデー

粗細砂多量

粗細砂やや多予

微細砂やや多ヤ

細砂やや多し

ややあまい

良

良

良

橙掲～淡黄褐

淡橙褐～淡黄掲

淡茶褐～暗灰掲

黄褐～淡桃灰

橙褐～淡褐

橙掲～淡黄褐

淡黄協～淡茶掲

黄褐～灰

特徴的なこととして、小型の鉢が 7〕点 (505～ 511)出

土している。

SK-41(第 103図) 05号住居から西へ 9mの位置に

ある、直径1.44m前後の略円形土坑と長径2.32m。 短

径1.5m前後の略楕円形土坑が重複 した遺構である。

出土遺物の殆どは略楕円形土坑の上面～上層に集中し

ており、甕が主体である (第 104図 )。

SK-47(第 105図) 調査区の中央北寄り、09号住居

の北西 6mに位置した、長径3.74m・ 短径2.62mの大

型楕円形土坑で、最深部は44cmを測る。機能を特徴付

ける要素は無く、遺物は北東部に集中するが、中央部

中層において脚台部を欠く高杯 1点が出上した。

出土遺物は小破片が多く、高郭 (574)以 外は殆ど図

化できない。高杯の器壁は薄く、搬入品と推定される。

SK…80(第 106図)09号住居の北東6.5mに位置した、

長径1。 88m・ 短径1.ユ6mの楕円形を呈する中型土坑で

ある。最深部は40cmを測 り、遺物は中央寄りの中～上

位に集積 している。

出土遺物は多いが (第 107～ 109図 )、 完形品は壷 2

点 (543・ 544)の みである。弥生時代後期の遺物が主

体である。

以下、出土遺物が少ない土坑を列記する。

SK-33(第 110図)02号 住居の北西 2mに位置した、

長径1.60m・ 短径1.10mの楕円形を呈した中型土坑で

ある。底面は段掘 りで最深部は40cmを測る。上面にお

いて甕 1点 (554)が出上し、皿～Ⅳ a層から出土 し

た 3片 と接合した。

50cm

1:淡黒灰色± 2:1+礫 ・粗細砂

-111-

第96図  SK-29 遺構実測図
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第97図  SK-29 出土遺物実測図

髭

No 出 土 地 器  種
(mm)量法 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底 径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

472

473

474

475

SK 28上層

SK-28
中一下層

SK 28上層

SK-28下層

対

養

菱

蓋

108

157

249

一
　

　

一　

　

７３

　

一

137 ―タテタヽケ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナナメハケ

ハケ

ハケ

ハケ

自色祐望盤少二
細砂やや多い

細砂多量

粗細砂やや多い

Pや あまし

Pや あま�

良

Pや あまし

浚 責桐 ～

橙褐  黒斑

黄褐 ～極桃

橙黄～淡黄
～灰

橙褐～淡黄掲

淡橙褐～暗灰掲

淡黄褐～褐

淡橙黄～淡灰掲

淡黄褐～淡黄灰

外面 :ややマメツ

外面 :マ メツ

外面 :マ メツ

表33 SK-28出土遺物観察表 (3)
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235,80M

1:茶灰色微砂質土

2:淡茶褐色十灰褐色粘質微砂
3:灰褐色～暗灰褐色微砂質土
4:炭片十淡黒灰色上

513と 同じ

1コ

第98図 SK-39 遺構実測図
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第99図  SK-39 出土遺物実測図 (1)
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第100図  SK-39 出土遺物実測図 (2)
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第101図  SK-39 出上遺物実測図 (3)



巨

影
/´

″

Ⅲ517

10cm

第102図  SK-39 出土遺物実測図 (4)

表34 SK 29出 土遺物観察表

No

第97図
476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

出 土 地 器  種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備  考
口径 底径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

SK 29上 層

SK-29上 層

SK-29上 層

SK-29上 層

SK-29上 層

SK-29中 層

SK-29中 層

SK 29中 層

S K 29上層

SK-29上層

S K 29中 層

SK 29中 層

SK-29上 層

SK-29上 層

SK-29上 層

S K 29下 層

養

奏

甕

甕

甕

養

甕

養

養

粗製浅鉢

壼

鉢

養

養

養

奏

249

300

290

309

220

114

232

47～ 50

50× 56

72

89

ヨコハケ

ナデ

ヨコハケ～
タテハケ

ナデ

ハケ

ヨコハケ

エ具ナデ

ヨコハケ～
タテエ具ナデ

粗工具ナデ

ヨコハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ヨコハケ

ヨコハケ

ヨコハケ

ヨコハケ

ヨコハケ

ハケ

ハケ

エ具ナデ

ヨコエ具ナデ

粗工具ナデ

粗工具ナデ

ヨコハケ・
工具ナデ

ハケ

エ具ナデ

五具ナデ

粗細砂少量

微細砂少量
粗砂微量

微細砂少量

微細砂少量

微細砂少量

粗細砂多量

微細砂少量

微細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

細砂少量

粗細砂微量

粗細石英多量

粗細砂多量

細砂多量

細砂少量

あましゝ

良

ややあまヤ

良

良

ややあま,

良

良

ややあまし

良

良

良

ややあま�

ややあまし

ややあま▼

良

茶灰～淡橙褐

淡茶掲～掲灰

茶褐～褐

黒斑 淡褐
～淡橙褐

淡橙黄～茶灰

淡褐～茶褐

淡灰掲～涛橙掲

淡黄褐～
淡灰掲 黒斑

茶褐

淡灰褐一灰

淡掲～淡灰掲

淡褐～淡栓黄

橙責～淡責

責褐～淡褐

茶灰～暗茶褐

暗桃掲～茶灰

責褐～淡褐

淡茶掲～灰掲

茶褐～暗褐

黒斑・淡褐
～淡橙褐

淡茶黄～淡掲

淡褐～淡黒灰

茶灰～暗茶褐

掲仄～淡掲

暗茶褐～仄掲

淡灰褐～暗灰

淡褐～淡灰

淡灰褐～淡黄

淡褐～淡灰

茶橙～淡黄褐

暗灰～灰褐

淡灰褐～褐灰

タト面 :マ メツ

606と 同型

両面 :マ メツ

606と 同一か
内面 :オ コゲ少量

外面 :マ メツ

両面 :マ メツ

外底 :淡黄白～

白色付着物

表35 SK-39出 土遺物観察表 (1)

巳 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼 成
調色

備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

柳４９２　４９３第．。０図４９４　４９５　４９６　４９７　４９８　４９９　５００501
第 lol図

502

503

504

505

506

507

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

奏

甕

菱

菱

菱

斐

養

菱

奏

奏

奏

養

甕

小型台付鉢

小型台付鉢

小型台付鉢

320X352

405

234～240

220X222

203

204

181X193

273

254X283

255

88

80

92

88

86

84

74

75× 79

59

41

61

369

234

225

286

73

66

89

ハケーI具ナデ
～粗ハケ

ナデーハ ケ
～粗ハケ

エ具ナデ

I具ナデ～ハケ

エ具ナデ

ハケ

ハ ケ

エ具ナデ

エ具 ナデ

エ具ナデ～
粗ハケ

ハ ケ

ナデ～タテハケ
～工具ナデ

エ具 ナデ

粗工具ナデ

エ具 ナデ

粗工具ナデ

工具ナデ

I具 ナデ～ナデ

ハケー
強い工具ナデ

エ具 ナデ

ナデ

丁寧工具 ナデ

エ具ナデ

丁寧工具 ナデ

ハケ I具ナデ

エ具 ナデー
粗工具ナデ

ハ ケ

ハケ～工具ナデ

エ具 ナデ

粗工具ナデ
ーナデ

I具ナデーすデ

粗工具 ナデ

微細砂やや多い
粗砂少量

徴砂やや多い
粗細砂 小礫少量

粗細砂やや多い

鶴

ゝ

微細砂やや多い

粗細砂やや多い

粗細砂やや多い

微砂少量

粗細陥虚甚呈
い

粗綱
聰虚甚呈

い

騨辮蜀走
微細砂やや多い

粗細砂
小礫やや多い

粗細砂微量

微細砂 (中位)

粗細砂少量

良好

良

良

ややあまい

貞

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

良

良好

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

暗褐～暗褐灰

暗簗疑喜岳褐
黄褐～淡仄黄

淡橙～淡責

淡黄～淡黄灰

淡茶掲～橙褐

黄褐 ,灰

淡茶褐

淡黄掲～淡橙褐

茶橙～暗茶褐

暗茶褐～茶掲

淡黄掲～暗茶褐
桃橙 黒斑

淡灰褐～橙掲

淡橙白・黒斑

淡橙掲～淡黄灰

淡灰黄～暗灰

淡貢～暗茶褐
～淡橙掲

淡黄灰一暗茶褐
～桃褐 黒斑

黄褐～淡責

淡橙～淡黄

淡黄灰 黒斑

橙責～淡灰褐

橙～淡責

淡褐～淡灰褐

淡黄～淡褐

暗茶灰 橙掲

暗茶掲～褐

淡橙茶～淡黄褐

黄褐一淡橙掲

淡橙白・黒斑

淡橙掲一
淡黄自 黒斑

淡褐～仄掲

外面 :ややマメツ

ー都破損後に被熱
両面 :ややマメツ

両面 :マ メツ

外面 :や やマメツ

内面 :ややマメ ツ
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表36 SK-39出 土遺物観察表 (2)

出 土 地 器 種
法 量 (mm) 整調

胎   土 焼  成
調色

備   考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

SK-39

小型台付鉢

小型台付鉢

小型台付鉢

小型鉢

蓋

蓋

壷

蓋

奏

奏

101

122

145X156

300

111

261

52

62

72

80

70

96

117

粗工具 ナデ

粗工具 ナデ

粗工具 ナデ

ナデー
粗工具 ナデ

エ具 ナデ

I具ナデーナデ

エ具 ナデ

正具ナデ～ハケ

エ具 ナデ

エ具 ナデ

粗工具ナデ

粗工具ナデ
ーエ具ナデ

ハ ケ

粗工兵 ナデ

丁寧 ナデ

I具ナデ～ハケ

エ具 ナデ

エ具 ナデ

粗ハケ

エ具ナデ

微細砂少量

粗細砂少量

鰤
膀

ヤ

細
監5晟窒

微細
ss竃

�

鶴
粗細砂少量

粗細砂やや多彰

微細砂やや多彰

粗細砂

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

良

良

淡黄灰～淡黒灰

淡黄褐
灰 ～暗灰

淡褐 一橙黄

淡黄灰～淡黄褐

暗桃～橙～淡黄

淡黄褐～淡褐

淡褐

淡橙黄～
淡黄灰 黒斑

淡灰褐

淡黄掲～灰掲

淡黄灰～暗灰

淡灰褐～暗灰

淡黄掲～淡桃橙

淡責 ～灰褐

淡桃灰～淡黄褐

淡灰褐～暗茶掲
淡黄～橙桃

黄褐一淡褐
・黒班

橙褐～

淡灰掲 黒斑

暗灰～淡黄褐

淡栓掲～

509と 同型

外面 :マ メツ

外面 :マ メツ

内面 :オ コゲ
両面 :マ メッ

外面 :マ メツ

滓
¨
轟
瀾
説
ω
鳶
ｅ
爛
ト

］
【
河
蕊
耐
―
鴻
琲
耐
謹
専
Ａ
肝

2m

第103図 SK-41 遺構実測図

SK-40(第 110図)04号 住居から南西に 3m・ 07号住居から東へ 3mに位置した、 2～ 3基の土

坑が重複 したようなプランである。長軸2。 27m・ 短軸 1～ 1。 18m・ 深さ 5 cm前後の 1段 目掘削の後、

長径 102cm・ 短径92cm・ 深さ40cmの 楕円形の穴と、直径83cm。 深さ40cmの 不整円形の穴が 6 cm離れ

て掘 り込まれている。出土遺物は少量で (第 112図 )、 奏のほか、台付鉢が 1点出土している。

SK-42(第 110図) 05号住居の南西 9mに位置した、長径1.25m・ 短径0。 95mの精円形を呈する

土坑で、北寄 りに直径93cmの不整円形土坑が 2段目に掘 り込まれ、深さは42cmを 測る。出土遺物は

少量で (第 113図 -562～ 564)、 南端には、直径55cm前後・深さ20cmの別の上坑がある。

も
∂
　　。浄
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